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２
０
１
９
年
４
月
以
来

久
々

の
「
う
た
ご
え
喫
茶
」
が

7

月
11
日
午
後
、
ほ
っ
こ
り
サ
ロ

ン
で
開
か
れ
ま
し
た
。
18
名
の

方
が
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し

た
。
早
見
公
夫
さ
ん
に
ピ
ア
ノ

伴
奏
、
山
本
公
子
さ
ん
に
進
行

を
お
願
い
し
、
最
初
は
「
我
は

海
の
子
」
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

当
初
こ
の
企
画
を
検
討
し
だ

し
た
時
は
少
し
コ
ロ
ナ
禍
も
落

ち
着
い
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ

た
の
で
す
が
、
７
月
に
入
り
、

ま
た
ぞ
ろ
感
染
拡
大
が
報
道
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
私
達
も
気

を
つ
け
ね
ば
と
、
暑
い
午
後
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
冷
房
下
で

も
窓
を
開
け
て
換
気
を
し
、
マ

ス
ク
を
つ
け
て
の
合
唱
と
、
少

し
不
自
由
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
最
初
か
ら
元
気
よ
く
声

を
出
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

参
加
者
に
曲
の
リ
ク
エ
ス
ト

が
求
め
ら
れ
、
「
ヤ
シ
の
実
」
・

「
琵
琶
湖
周
航
の
歌
」
等
、
次
々

と
続
い
て
い
き
ま
し
た
。
山
本

さ
ん
が
リ
ク
エ
ス
ト
者
に
そ
の

理
由
等
を
尋
ね
て
下
さ
る
と
、

昔
の
懐
か
し
い
話
し
が
さ
れ
、

私
も
こ
ん
な
こ
と
が
と
、
話
し

に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

「
学
生
時
代
」
「
高
校
三
年

生
等
」
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自

分
の
若
か
っ
た
こ
ろ
に
思
い
を

は
せ
、
楽
し
い
時
間
を
持
て
ま

し
た
。
30
分
お
き
に
休
憩
を
と

り
、
窓
を
全
開
し
て
テ
ー
ブ
ル

の
上
に
用
意
さ
れ
た
珈
琲
・
ジ
ュ
ー

ス
等
の
飲
物
と
ク
ッ
キ
ー
・
チ
ョ

コ
な
ど
の
茶
菓
も
楽
し
み
ま
し

た
。「

も
ず
が
枯
れ
木
で
」
は
、

疎
開
の
思
い

出
が
話
さ
れ
、

こ
の
歌
に
は

そ
ん
な
戦
地

の
兄
を
心
配

す
る
思
い
、

戦
争
は
嫌
だ

と
の
思
い
が

込
め
ら
れ
て

い
る
と
気
付

き
ま
し
た
。

歌
っ
た
曲

は
多
種
多
様

で
、
沢
山
歌

え
ま
し
た
。

途

中

で

、

「
か
け
が
え
の
な
い
人
生
を
」

と
「
憲
法
9
条
五
月
晴
れ
」
の

練
習
を
し
て
、
若
干
振
付
の
ま

ね
ご
と
も
楽
し
み
ま
し
た
。

又
、
年
金
者
し
ん
ぶ
ん
6
月

号
で
紹
介
さ
れ
て
い
た
「
地
球

は
ね
」
と
い
う
歌
が
、
作
曲
者

の
早
見
さ
ん
自
身
の
ピ
ア
ノ
伴

奏
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
予
定

し
て
い
た
2
時
間
は
、
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
て
ゆ
き
、
最
後

は
「
か
け
が
え
の
な
い
人
生
を
」

を
大
合
唱
し
て
、
お
開
き
に
な

り
ま
し
た
。

最
近
入
会
さ
れ

今
回
初
め

て
年
金
者
組
合
の
集
ま
り
に
参

加
し
て
下
さ
っ
た
臼
木
さ
ん
は
、

久
し
ぶ
り
に
大
き
な
声
を
出
し

た
気
が
し
て
、
気
持
ち
よ
か
っ

た
と
感
想
を
寄
せ
て
い
た
だ
け

ま
し
た
。
感
想
文
の
大
半
が

大
き
な
声
で
楽
し
か
っ
た

又
、

企
画
し
て
ほ
し
い
と
書
か
れ
て

い
ま
し
た
。
会
場
等
も
検
討
し

て

継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

（
中
田
洋
子
）

（１）

久々のうたごえ喫茶で、かけがえない人生を

若
か
っ
た
こ
ろ
に
思
い
を
は
せ
、
楽
し
い
時
間
を
持
て
ま
し
た

早見公夫さんのピアノ伴奏・山本公子さんのリードで
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初心者の英会話

講師：吉村 燎子さん（元アメリカ在住）

日時：９月１３日（火）２７日（火）

（毎月第２・４火曜日１４：００～１５：３０）

月謝：１０００円
会場：小島郁子さん宅

連絡先：小島郁子さん ＴＥＬ０９０－７０９７－３９４６

フォークダンス＝「マイムマイム」

日時：９月６日（火）９月２０日（火）

毎月第１・３火曜日
１３：１５～１５：１５

会場：地域包括センター

（旧ふれあい会館の向い・以前の場所です）

指導：浜田芳枝さん.
連絡先：池島三千江さん ＴＥＬ：０７５－３３３-４６１５

釣り同好会
９月中旬に、舞鶴に小鯵釣りを予定していま

したが、コロナ禍第７波で中止にします。

１０月中旬に計画します。

日時などは、参加申込者に個々に連絡します。

連絡先：藤原克東さん
ＴＥＬ：０７５－３９１－０７８１
携帯 ０９０－７３４４－９３３４

お茶の会
一緒に初歩のお茶を楽しみましょう

日時：９月２１日（水）１３：００～１５：００

（毎月第３水曜日が定例です）

内容：裏千家茶道お稽古、濃茶と薄茶、お菓子

費用：１０００円

会場：小島郁子さん宅（桂坂）

連絡先：小島郁子さん ＴＥＬ：０９０－７０９７－３９４６

絵手紙教室
サークル員募集中 初心の方に丁寧に指導！

日時：９月２日（金）１３：３０～

場所：洛西支所第３会議室

講師代：１回１人５００円

指 導： 清 原 巳 治 先 生
連絡先：小島志津子さん

ＴＥＬ/ＦＡＸ：０７５－３３１ -７ ０４ ２

日ごろの生活を５・７・５に託す

川柳の会

日時：９月１３日（火）１３：３０～
場所：西京区役所中会議室

小島志津子さん宅へＦＡＸして下さい。

連絡先：小島志津子さん

ＴＥＬ/ＦＡＸ：０７５－３３１-７０４２

－ふるさとのうた・こころのうた－

民謡の会『華』

日時：９月１日（木）９月１５日（木）

毎月第１・３木曜日
１３：３０～１５：３０

（毎月第１・３木曜日）

会場：福西会館第二会議室 月会費：２０００円
新会員募集中

指導：伊藤 隆先生・手塚勝子先生

万 葉 の 会
「万葉集」を読み、学び、そしてそれぞれ思いを語り

合う、ロマンチックでにぎやかな会です。

日時：９月の例会の日時は未定。
参加希望の方は黒住ひかるさんにご連絡を。

会場：清水さん宅（桂坂）又は絹田さん宅（嵐山東）

指導： 黒住嘉輝さん 会費 ： 月８００円

連絡先：黒住ひかるさん ＴＥＬ：０７５－３３１-９３２６

ダンスサークル・フレンド
毎水曜日 中級Ａクラス １４時～１４時５５分

中級Ｂクラス １５時～１５時５５分

専 科 １６時～１６時５５分

毎金曜日 初級クラス １０時～１０時５５分

会費：２４００円＋１００円（保険代）＝２５００円

会場：中京区因幡町１１２‐４ 盟親会議室１Ｆ
指導：竹中貴一・上山範子先生

連絡先：吉田昭一さん ＴＥＬ：０７５－８２１－４５００

携帯：０９０－０７３５－９６１０

西京支部 ハイキングクラブ

第８６回例会 北山・片波川伏条台杉群

日 時 ： ９月１４日（定例第２水曜日）
集 合：８；００ 境谷大橋ローソン

マイカー利用です。
コース：ローソン＝京北町＝上黒田

＝片波林道＝台杉駐車場－台状杉をハイキング

参加希望者は事前に大橋までご連絡ください。
ＴＥＬ：０７５－３３１－３２７３ 携帯０９０－５０５２－９２３９

年輪西京編集部から投稿のお願い

組合員のみなさん、年輪西京に投稿してください。

コロナ禍で、楽しい行事も出来ず。家で過ごす時間が

多くなっていると思います。皆さんの長い人生の中で、

苦しかった事、楽しかった事、知ってもらいたい事、面

白いお話など、色々あると思います。どしどし投稿して

ください。年輪西京で交流しましょう。

短歌・俳句・川柳・詩・エッセイなどの文芸作品。

ジャンルを問わず、論文類。絵画・書・写真などの

作品は写真で行います。内容に制限はありません。

ＦＡＸ・郵送・Ｅメール又は、お近くの支部役員迄。

直接の送り先は：編集部 大橋歳彦まで

〒 ６１０－１１１２ 西京区大枝北福西町４丁目１－３－１０６

TEL/FAX： 075-331-3273

Ｅ-mail：p i k u z 2 8 8 @ y b b . n e . j p



7
月
の
誕
生
会
は
、
9
名

の
対
象
者
の
内
4
名
（
梅
村

清
美
さ
ん
・
幸
良
さ
ん
・
小

島
淳
子
さ
ん
・
新
宮
真
知
子

さ
ん
）
が
出
席
さ
れ
、
出
席

者
か
ら
民
謡
や
詩
の
朗
読
の

披
露
も
あ
り
、
楽
し
く
和
や

か
な
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し

た
。そ

の
日
が
誕
生
日
だ
っ
た

梅
村
さ
ん
か
ら
の
感
想

お
誕
生
会
に
ご
招
待
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
い
つ
も
は
お
祝
い
す

る
立
場
な
の
で
、
と
て
も
嬉

し
か
っ
た
で
す
。
お
ま
け
に

私
の
誕
生
日
に
祝
っ
て
い
た

だ
き
、
光
栄
で
し
た
。
皆
さ

ん
顔
見
知
り
の
方
々
で
一
安

心
。
一
人
ひ
と
り
自
己
紹
介

し
、
本
人
の
特
技
も
披
露
し

楽
し
い
ひ
と
時
で
し
た
。
コ
ー

ヒ
ー
と
ケ
ー
キ
を
よ
ば
れ
、

バ
ラ
の
花
も
い
た
だ
き
、
自

転
車
も
軽
や
か
に
家
路
に
。

早
速
バ
ラ
は
玄
関
に
飾
り
ま

し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
宮
真
知
子
さ
ん

か
ら
の
感
想

誕
生
会
に
参
加

さ
せ
て
も
ら
い
、

楽
し
ま
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

祝
っ
て
も
ら
う
人
の
数
よ
り

お
世
話
い
た
だ
く
方
の
ほ
う

が
多
く
て
、
心
か
ら
祝
っ
て

も
ら
っ
て
い
る
と
感
じ
る
誕

生
会
で
し
た
。
私
は
20
代
の

頃
、
京
都
総
評
で
働
い
て
い

た
の
で
、
一
人
ひ
と
り
の
お

話
が
大
変
興
味
深
く
皆
さ
ん

と
繋
が
っ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
り
、
年
金
者
組
合
で
ご
一

緒
さ
せ
て
も
ら
っ
て
良
か
っ

た
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
も
っ

と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
事

に
し
て
生
き
て
い
こ
う
と
思

わ
せ
て
頂
い
た
誕
生
会
で
し

た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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私
の
誕
生
日
に
祝
っ
て
い
た
だ
き
光
栄
で
し
た
！

７
月
の
誕
生
会

安
宅
明
子
さ

ん

（

松
陽

）

市
村
恒
人
さ

ん

（

桂
東

）

大
橋
歳
彦
さ

ん

（

福
西

）

田
口
和
子
さ

ん

（

新
林

）

谷
山
喜
代
美
さ

ん

（

樫
原

）

長
尾
文
雄
さ

ん

（

福
西

）

中
田
洋
子
さ

ん

（

松
尾
）

成
宮
真
理
子
さ

ん

（

桂
川

）

村
本
雄
児
さ

ん

（

川
岡

）

森
脇
健
二
さ

ん

（

樫
原

）

八
木
定
子
さ

ん

（

福
西

）

幸

陶
一
さ

ん

（

福
西

）

四
辻
隆
雄
さ

ん

（

桂
坂

）

九
月
生
ま
れ
・
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

８月のお誕生日会

日時：８月２２日（月）

コロナ第７波で中止しました

９月のお誕生日会

日時：９月２６日（月）

１３：３０～１５：００

場所：ほっこりサロン

山陰街道三ノ宮交差点東南角

・ハイツ三宮１階

交通：市バス 西２・西５・

西６・西８ 三宮街道下車

お茶とお菓子でお喋り

ゲームや歌など

主催：年金者組合西京支部

西京ピースウオーク

２０２２年９月１９日（月・祝）

１０：００ 集合

桂・巽公園

（桂駅西口北西３分）

１０：１５ 出発

桂駅西口を通って、線路沿いを南

へ→川岡踏切左折→線路沿いを北へ

１０：４５頃 桂駅東口 到着

駅前で少し宣伝

第４８回 西京母親大会
２０２２年９月４日（日）

１３：３０～１６：３０ 新林会館

絵本を通して、

子どもの心を育てる
第一部 おばあの心を伝える

沖縄の体験・ひとり芝居

ひがひでこさん

第二部 絵本の読み聞かせを通じて、

子どもの心を育てる大切さ

を考えよう

霊
仙
山
（
り
ょ
う
ぜ
ん
）
と
い
う

山
に
登
っ
た
事
は
あ
っ
た
が
、
霊
山

（
レ
イ
ザ
ン
）
と
い
う
名
前
の
山
は
、

あ
る
こ
と
さ
え
知
ら
な
か
っ
た
。

調
べ
て
み
る
と
霊
仙
は
鈴
鹿
山
脈

の
北
端
で
、
霊
山
は
鈴
鹿
山
脈
の
さ

ら
に
南
の
布
引
山
地
の
北
端
の
山
で

あ
る
。

鈴
鹿
の
山
は
登
り
易
か
っ
た
綿
向

山
な
ど
良
い
思
い
出
が
あ
り
、
７
月

に
入
っ
て
か
ら
で
、
少
し
遅
か
っ
た

が
、
無
理
を
言
っ
て
友
人
Ｔ
君
と
参

加
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

前
日
ま
で
か
な
り
の
雨
だ
っ
た
が
、

当
日
は
何
と
か
晴
れ
て
く
れ
る
。

７
時
40
分
、
Ｏ
リ
ー
ダ
ー
の
ラ
ン

ド
ク
ル
ー
ザ
ー
に
７
人
が
乗
っ
て
出

発
。
京
都
南
イ
ン
タ
ー
か
ら
高
速
道

路
に
入
る
が
、
草
津
～
新
名
神
・
甲

南
イ
ン
タ
ー
ま
で
相
当
の
渋
滞
に
巻

き
込
ま
れ
る
。
（
工
事
規
制
で
予
定

よ
り
一
時
間
オ
ー
バ
ー
）
よ
う
や
く

高
速
道
路
を
降
り
て
田
代
湖
か
ら
の

霊
山
登
山
口
を
め
ざ
し
た
が
、
カ
ー

ナ
ビ
に
不
都
合
が
あ
っ
た
ら
し
く
、

目
的
の
田
代
湖
に
着
け
な
か
っ
た
た

め
、
霊
山
寺
か
ら
の
登
山
コ
ー
ス
に

変
更
し
て
、
霊
山
寺
か
ら
登
山
開
始
。

（
歩
き
始
め
た
と
こ
で
運
転
手
が
車

の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
消
灯
忘
れ
を
思
い

出
す
。
一
世
代
若
い
山
ガ
ー
ル
氏
に

見
に
行
っ
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
や

は
り
点
灯
し
て
い
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー

ド
も
あ
り
、
皆
ホ
ッ
と
し
た
。
）

霊
山
寺
は
、
平
安
時
代
に
建
立
さ

れ
た
が
戦
火
に
よ
り
焼
失
。
江
戸
時

代
、
延
宝
年
間
（
１
６
８
０
年
頃
）

に
再
建
さ
れ
た
黄
檗
宗
の
お
寺
。
境

内
に
は
樹
齢
３
０
０
年
と
い
う
大
イ

チ
ョ
ウ
は
そ
び
え
立
っ
て
い
る
。

霊
山
の
山
頂
ま
で
約
１
．
８
ｋ
ｍ
、

標
高
差
３
５
０
ｍ
を
ゆ
っ
く
り
登
る
。

両
側
に
苔
む
し
た
石
地
蔵
が
並
び
、

杉
の
樹
林
帯
で
涼
し
い
。
二
合
目
・

三
合
目
・
五
合
目
と
標
識
が
あ
り
。

六
合
目
は
六
地
蔵
が
並
ぶ
。
「
六
地

堂
」
と
さ
れ
て
い
る
。
（
ダ
ジ
ャ
レ
？
）

出
足
が
遅
か
っ
た
の
で
三
合
目
で

昼
食
を
と
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
補
給

す
る
。

そ
れ
で
も
一
時

間
半
程
度
で
一
等

三
角
点

の
山

頂

（
７
６
６
ｍ
）
に

到
着
。
周
囲
を
盛

り
土
で
囲
ま
れ
、

芝
生
に
覆
わ
れ
た

凹
地
の
よ
う
な
頂

上
広
場
。
近
年
の

発
掘
調
査
で
石
室

を
含
む
大
伽
藍
が

あ
っ
た
と
判
明
し

た
由
。
北
西
方
向

の
眼
下
に
伊
賀
盆
地
を
見
お
ろ
し
、

東
に
錫
杖
岳
、
南
に
青
山
高
原
方
面

を
展
望
す
る
。
（
標
示
板
に
「
室
生
・

赤
目
・
青
山
国
定
公
園
」
の
一
部
と

あ
り
）

時
折
、
通
り
雨
の
様
な
時
雨
に
見

舞
わ
れ
た
が
、
基
本
的
に
は
晴
天
。

た
く
さ
ん
の
ツ
バ
メ
が
頂
上
付
近
を

乱
舞
し
て
い
た
。
こ
こ
で
二
回
目
の

昼
食
を
と
り
、
恒
例
の
ホ
ッ
ト
コ
ー

ヒ
ー
が
提
供
さ
れ
る
。
（
本
格
的
な

風
味
、
お
い
し
か
っ
た
）

帰
途
は
甲
賀
か
ら
信
楽
に
出
て
大

戸
川
添
い
に
一
般
道
路
で
新
名
神
の

工
事
渋
滞
を
さ
け
た
。
瀬
田
か
ら
名

神
に
乗
り
、
大
津
Ｓ
Ａ
で
休
憩
、
ソ

ウ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
て
京
都
南

イ
ン
タ
ー
か
ら
境
谷
大
橋
へ
と
、
往

路
の
渋
滞
遅
れ
を
と
り
か
え
し
て
無

事
帰
着
。
Ｏ
リ
ー
ダ
ー
、
お
疲
れ
様

で
し
た
。

〈
オ
マ
ケ
・
１
〉

馬
酔
木
（
ア
セ
ビ
）

霊
山

は
ア

セ

ビ
の

群
生

地

で
県

の
天

然

記
念

物
に

指

定
さ

れ
て

い

る
。

葉
が

有

毒
で

馬
が

食

べ
る

と
苦

し

く
な

る
の

で
「
馬
酔
木
」

と
い
う
が
、
鹿
も
同
様
で
食
べ
な
い
。

山
頂
の
芝
生
に
鹿
の
糞
が
多
数
み
ら

れ
た
。

〈
オ
マ
ケ
・
２
〉
金
魚

霊
山
寺
の
境
内
に
５
ｍ
×
１
０
ｍ

程
の
池
が
あ
り
、
80
ｃ
ｍ
～
５
ｃ
ｍ

程
の
紅
白
の
金
魚
（
鯉
も
？
）
多
数
、

お
そ
ら
く
１
０
０
０
匹
超
が
ウ
ジ
ャ

ウ
ジ
ャ
と
泳
い
で
い
た
。
拙
宅
の
庭

に
も
池
が
二
つ
（
径
２
ｍ
と
１
ｍ
程

の
プ
ラ
製
）
あ
り
、
金
魚
を
飼
っ
て

い
る
が
増
え
す
ぎ
て
困
っ
て
い
る
。

親
世
代
10
匹
程
（
10
～
20
Ｃ
ｍ
）
と

今
春
生
ま
れ
た
子
世
代
（
現
在
２
ｃ

ｍ
～
５
ｃ
ｍ
）
が
１
０
０
匹
超
・
・
・
。

何
方
か
少
し
ず
つ
で
も
、
も
ら
っ
て

頂
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
大
野
研
而

記
）

（TE
L

３
３
１
・
９
２
７
７
）

参
加
者
は
、
大
野
・
田
中
・
増
田
・

池
島
・
新
宮
・
井
上
・
大
橋
歳
の
７

名
で
し
た
。

JAPAN PENSIONERS'UNION 年輪西京 第２２０号 ２０２２年 ８月１５日 （１４）

ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
紀
行
（
７
月
１
３
日
）

第

８

４

回

例

会

三
重
県
柘
植
の

霊

山
（
７
６
６
ｍ
）

新宮さんのドリップコーヒー美味しかった

霊山寺の大イチョウの下で

霊山の山頂・三角点の石標も写っている



（
前
面
よ
り
）

〇
戦
後
処
理
の
仕
方
、
日
本
は
謝

ら
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

（
３
）
生
活
、
年
金
に
つ
い
て

〇
年
金
は
下
げ
て
ほ
し
く
な
い
。

年
金
24
年
で
約
30
％
（
企
業
年
金

無
く
な
っ
た
）
。
今
年
、
不
整
脈

で
心
臓
の
手
術
で
12
万
円
払
っ
た
。

お
金
も
や
け
ど
元
気
が
一
番
や
、

予
防
が
大
切
で
、
食
べ
物
の
バ
ラ

ン
ス
は
「
サ
・
シ
・
ス
・
セ
・
ソ
」

だ
。

〇
介
護
保
険
は
払
っ
て
い
る
が
使
っ

て
い
な
い
。
も
っ
た
い
な
い
。

〇
私
は
膝
が
悪
く
手
術
し
て
1
ケ

月
入
院
し
、
普
通
に
歩
け
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
の
こ
と
も
あ
り
家

の
中
は
ト
イ
レ
・
風
呂
場
・
ロ
ー

カ
に
手
摺
を
付
け
て
も
ら
っ
た
。

私
の
年
金
は
少
な
い
が
、
娘
時
代

に
厚
生
年
金
か
ら
脱
退
し
た
・
・

当
時
「
も
ら
え
る
か
ど
う
か
」
と

言
わ
れ
。
コ
ロ
ナ
が
少
し
収
ま
っ

た
の
で
息
子
（
次
男
）
の
所
に
長

男
と
行
く
こ
と
に
し
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

（
４
）
地
域
要
求

〇
史
跡
公
園
北
側
の
空
き
地
の
活

用
、
住
民
に
解
放
し
て
ほ
し
い
。

〇
国
道
九
号
線
秤
谷
交
差
点
付
近

に
バ
ス
停
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

〇
バ
ス
停
に
ベ
ン
チ
の
設
置
、
上

屋
を
付
け
て
ほ
し
い
。

〇
公
営
施
設
（
ウ
エ
ス
テ
ィ
・
新

林
セ
ン
タ
ー
、
境
谷
セ
ン
タ
ー
、

福
西
会
館
等
）
利
用
料
を
下
げ
て

ほ
し
い
。

〇
西
京
区
役
所
の
建
て
替
え
に
伴

い
、
バ
ス
停
の
安
全
確
保
を
盛
り

込
ん
で
ほ
し
い
。

（
５
）
そ
の
他

今
後
も
、
時
々
学
区
別
懇
談
会

の
開
催
を
し
て
ほ
し
い
。

（
報
告

藤
原
克
東
）

福
西
学
区

7
月
17
日
（
金
）

午
後
1
時
30
分
か
ら

3
時
40
分

会
場
：
福
西
会
館

出
席
者
（
敬
称
略
）
：
11
名

奧

村
敏
春
・
小
田
良
子
・
土
井
博
子
・

中
山
正
紀
・
細
川
晴
良
・
八
木
定

子
・
山
﨑
治
男
・
山
田
政
廣
・
幸

陶
一
・
大
橋
照
代
・
大
橋
歳
彦

（
奥
村
敏
春
さ
ん
は
新
加
入
）

欠
席
者
（
敬
称
略
）
：
12
名

文
書
提
案
：
細
川
晴
良
さ
ん
。

支
部
か
ら
の
参
加
者
：
山
﨑
治
男
・

大
橋
照
代
・
大
橋
歳
彦
。

懇
談
会
の
模
様

１
．
自
己
紹
介
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
生
い
立
ち
や
、
趣
味
な
ど
、

健
康
状
態
も
そ
れ
ぞ
れ
お
話
し
さ

れ
ま
し
た
。
奧
村
敏
春
さ
ん
が
参

加
さ
れ
、
そ
の
場
で
加
入
さ
れ
ま

し
た
。

２
．
要
求
討
論
に
当
た
り
、
細
川

晴
良
さ
ん
が
資
料
に
基
づ
き
、
洛

西
・
福
西
の
要
求
や
課
題
に
つ
い

て
説
明
さ
れ
、
そ
の
後
、
フ
リ
ー

討
論
で
活
発
に
意
見
交
換
し
ま
し

た
。

３
．
出
さ
れ
た
要
求
は

◎
西
京
・
洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に

関
す
る
要
求

①
洛
西
Ｎ
Ｔ
を
「
消
え
ゆ
く
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
」
に
し
な
い
。
そ
の
為
に

は
や
は
り
Ｊ
Ｒ
桂
川
（
阪
急
洛
西

口
）
か
ら
境
谷
本
通
り
に
新
型
路

面
電
車
（
Ｌ
Ｒ
Ｔ
）
を
通
し
、
桂

坂
ま
で
延
伸
。
向
日
市
、
長
岡
京

市
（
西
山
天
王
山
駅
）
へ
の
路
線

を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
な
ど
が
必

要
。Ｎ

Ｔ
内
は
小
型
の
地
域
循
環
バ

ス
を
回
す
。
そ
れ
ま
で
は
バ
ス
路

線
の
大
幅
見
直
し
も
必
要
で
は
な

い
か
。
特
西
４
の
よ
う
な
循
環
バ

ス
が
少
な
い
。
桂
坂
か
ら
境
谷
会

館
へ
行
く
路
線
な
ど
必
要
。

②
新
林
の
農
協
ス
ー
パ
ー
跡
地
の

早
急
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

建
設
を
。

（
駐
車
場
は
有
料
化
工
事
進
む
）

③
芸
大
の
無
駄
な
移
転
（
３
０
０

億
円
）
跡
地
利
用
計
画
も
な
い
ま

ま
移
転
。
常
識
外
れ
で
は
な
い
か
。

④
中
学
校
給
食
の
実
現
。

⑤
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
洛
西

に
建
設
。

⑥
介
護
施
設
（
デ
ー
サ
ー
ビ
ス
）

民
間
業
者
の
し
た
い
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
各
施
設
の
運
営
を
オ
ー

プ
ン
に
出
来
な
い
か
。

⑦
洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
病
院
の
移

転
計
画
。
運
動
が
必
要
で
は
な
い

か
。
福
西
本
通
の
開
通
で
大
き
く

変
わ
る
車
の
流
れ
。
主
要
交
差
点

の
歩
行
者
優
先
信
号
に
、
特
に
生

協
前
、
目
の
不
自
由
な
障
害
者
が

多
く
渡
る
。

⑧
生
協
前
の
車
道
、
平
気
で
渡
る

高
齢
者
、
エ
ミ
ナ
ー
ス
の
よ
う
に

横
断
禁
止
に
し
な
け
れ
ば
重
大
事

故
も
起
こ
る
危
険
性
大
。

⑨
Ｄ
２
前
の
歩
道
拡
幅
、
明
徳
高

校
通
学
路
、
狭
い
歩
道
に
自
転
車

東
側
歩
道
拡
幅
。
西
側
は
生
協･

Ｄ
２
等
が
配
慮
し
て
歩
道
に
。

⑩
樫
原
秤
谷
町
新
池
前
の
交
差
点

西
行
き
、
左
折
専
用
道
必
要
で
は

な
い
か
。
９
号
線
混
雑
（
朝
夕
）

渋
滞
し
て
洛
西
方
面
に
行
け
な
い
。

⑪
小
畑
川
の
自
然
環
境
が
悪
化
し

て
い
る
。
最
近
、
魚
を
見
る
事
が

な
い
。
「
多
段
式
堰
堤
工
事
」
の

後
、
悪
化
し
た
。
よ
く
見
ら
れ
た

魚
が
減
っ
て
「
カ
ワ
セ
ミ
」
も
極

め
て
少
な
く
な
っ
た
。
と
り
あ
え

ず
稚
魚
を
放
流
す
る
こ
と
。
土
木

工
事
に
は
自
然
保
護
の
専
門
家
の

意
見
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
。

⑫
竹
の
里
温
泉
が
「
万
葉
の
湯
」

に
な
っ
て
、
大
幅
な
値
上
げ
。
地

域
か
ら
遊
離
し
た
儲
け
本
位
の
施

設
に
な
っ
た
。
地
元
民
は
も
う
行

け
な
い
。
地
元
住
民
割
引
な
ど
求

め
る
べ
き
で
は
。
京
都
市
の
責
任

も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
取
り
あ

え
ず
、
値
下
げ
す
る
こ
と
。

⑬
阪
急
桂
西
口
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ル

側
に
も
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す

る
こ
と
。
（
次
面
に
続
く
）

◎
福
西
校
区
に
関
わ
る
要
求

①
小
中
一
貫
校
ケ
チ
が
付
い
た
。

解
体
業
者
が
脱
税
発
覚
、
市
議

会
全
会
一
致
で
見
送
り
。
再
入

札
。
○
西
陵
中
学
３
年
間
給
食

出
来
な
い
。
（
次
面
に
続
く
）
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７
月

31
日
～
８
月
７
日
に
京
都
の

戦
争
展
が
、
府
立
病
院
前
の
、
長
浜

バ
イ
オ
大
学
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

西
京
支
部
は
、
８
月
５
日
、
阪
急

桂
改
札
口
９
時

30
集
合
で
行
き
ま
し

た
。
参
加
者
は
現
地
参
加
の
方
も
入

れ
て
、

11
名
の
参
加
で
し
た
。

こ
の
会
場
で
映
画
「
わ
が
青
春
つ

き
る
と
も
」
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、

10
時

30
分
の
上
映
を
鑑

賞
し
ま
し
た
。

映
画
鑑
賞
の
後
、
展
示
会
場
で
戦

争
に
関
す
る
写
真
な
ど
見
学
し
ま
し

た
。私

は
映
画
「
わ
が
青
春
つ
き
る
と

も
」
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

日
本
は
戦
前
、
絶
対
天
皇
制
政
治

の
も
と
国
民
は
天
皇
の
臣
民
（
家
来
）

と
さ
れ
、
貧
困
と
無
権
利
状
態
に
置

か
れ
て
い
ま
し
た
。
中
国
へ
の
侵
略

が
本
格
化
す
る
中
で
、
１
９
２
５
年

治
安
維
持
法
が
成
立
し
、
共
産
主
義

者
・
社
会
主
義
者
・
労
働
組
合
・
農

民
組
合
・
知
識
文
化
人
な
ど
を
思
想

犯
罪
者
と
し
て
逮
捕
し
、
拷
問
を
加

え
弾
圧
し
ま
し
た
。

こ
の
映
画
の
主
人
公
伊
藤
千
代
子

は
そ
う
し
た
活
動
家
の
一
人
で
し
た
。

代
用
教
員
時
代
に
、
こ
ど
も
た
ち
の

生
活
を
通
し
て
、
社
会
の
仕
組
み
を

変
え
な
い
限
り
貧
困
は
無
く
な
ら
な

い
と
考
え
、
貧
富
の
差
を
無
く
す
社

会
へ
変
革
す
る
道
を
歩
み
始
め
ま
す
。

共
に
志
を
持
っ
た
同
志
た
ち
も
す

さ
ま
じ
い
拷
問
や
、
巧
妙
な
思
想
転

向
の
攻
撃
の
中
、
自
分
の
夫
や
そ
の

仲
間
た
ち
も
次
々
と
転
向
し
て
い
く

中
、
そ
れ
で
も
天
皇
制
を
擁
護
す
る

こ
と
は
主
権
在
民
と
相
反
す
る
と
、

そ
の
思
想
を
曲
げ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

監
獄
で
は
屈
辱
的
な
拷
問
を
さ
れ

た
上
、
ほ
と
ん
ど
病
気
の
治
療
も
受

け
る
こ
と
も
な
く
、
獄
中
死
す
る
の

で
す
。
わ
ず
か

24
歳
の
短
い
生
涯
で

し
た
。
彼
女
・
彼
等
（
小
林
多
喜
二

な
ど
）
が
今
も
生
き
て
い
た
ら
、
ど

ん
な
人
生
を
歩
ん
で
い
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
と
て
も
残
念
で
仕
方
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
転
向
せ
ず
に
戦
後
を

生
き
残
っ
た
人
た
ち
の
中
に
も
様
々

な
分
野
で
、
し
っ
か
り
活
動
し
て
い

る
姿
が
描
か
れ
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

映
画
の
な
か
の
時
代
状
況
は
現
在

の
政
治
状
況
と
そ
っ
く
り
だ
と
、
と

て
も
怖
く
な
り
ま
し
た
。
み
ん
な
の

力
で
格
差
と
貧
困
を
無
く
し
、
本
当

の
民
主
主
義
を
取
り
戻
す
た
め
に
歩

ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
樫
原

南

節
代
）

西
京
革
新
懇
の
呼
び
か
け
で
、
今

年
も

8
月

6
日
に
樫
原
の
大
妙
寺
で

「
平
和
の
鐘
」
（

14
回
目
）
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
子
供
を
含
め
て

25
名
。

西
京
原
水
協
代
表
の
池
田
さ
ん
、
成

宮
府
会
議
員
、
河
合
市
会
議
員
が
あ

い
さ
つ
。
広
島
原
爆
投
下
時
刻
の
８

時

15
分
か
ら
、
参
加
者
全
員
が
平
和

へ
の
願
い
を
込
め
て
鐘
を
撞
き
ま
し

た
。
参
加
者
の
多
く
は
、
藤
原
支
部

長
ら
年
金
者
組
合
の
組
合
員
で
し
た
。

（
新
宮
峰
男
）

（１２）

各種署名集約状況

〇敬老乗車証制度の改悪中止改善を求める新署名・166筆

〇補聴器の公的補助を求める署名・244筆

〇75歳以上医療費窓口負担中止を求める署名・168筆

〇若者も高齢者も安心できる年金と雇用を・148筆

〇「年金減額」の被害と生活実態を直視した判決を求める（新署名）・96筆

〇コロナ下でいのちと暮らしを守る署名・355筆

〇2022年度年金裁判カンパ・42,904/目標85,500円

第
４
２
回

平
和
の
た
め
の
京
都
の
戦
争
展
に
参
加
し
て

「
わ
が
青
春
つ
き
る
と
も
」
は
満
席

今
年
も
「
平
和
の
鐘
」
が
響
き
渡
る

映画「１００年と希望」
を鑑賞して

日本共産党創立１００周年の今年に

ふさわしいドキュメンタリー映画でし

た。

共産党と言えば「革命とか何でも反

対する党」という人がいるけれど、地

道に日常生活の向上と民主主義、平和

のために戦い続けている全国の党員、

機関紙「赤旗」を一生懸命作っておら

れる姿に勇気をもらいました。多くの

国民に真の姿を見てもらいたいもので

す。（山崎治男）

スチール写真は

東京１２区で奮闘する

池内さおり候補



「
街
は
若
者
と
他
人
（
よ
そ
）
者

と
バ
カ
者
で
発
展
す
る
」
と
誰
か

が
言
っ
て
い
た
。
こ
の
表
現
は
決

し
て
よ
く
な
い
が
、
さ
て
今
日
は

こ
の
言
葉
、
こ
の
京
都
で
つ
れ
づ

れ
な
る
ま
ま
に
考
え
て
み
た
。

若
者
は
沢
山
い
る
。
特
に
京
都

は
学
生
の
街
だ
。
大
学
・
短
大
が

３
８
校
、
学
生
は
15
万
人
。
将
に

市
民
の
10
人
に
１
人
の
割
合
で
あ

る
。
だ
か
ら
市
長
は
市
の
財
政
難

を
言
う
度
に
、
学
生
が
多
い
た
め

税
収
が
少
な
い
と
、
己
の
失
政
の

つ
け
を
彼
ら
学
生
に
向
け
る
程
だ
。

で
も
こ
の
中
か
ら
ノ
ー
ベ
ル
賞
受

賞
者
が
生
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
京

都
を
代
表
す
る
文
化
・
芸
術
・
企

業
の
未
来
を
担
う
若
者
が
生
ま
れ

育
ち
溢
れ
て
い
る
。

で
は
他
人
者
と
は
、
京
都
を
代

表
す
る
文
化
や
企
業
を
育
て
た
人
々

を
み
て
み
よ
う
。
高
嶋
新
七
は
近

江
国
高
島
郡
の
古
着
屋
の
二
代
目
。

京
都
に
来
て
京
都
文
化
に
触
れ
、

木
綿
呉
服
屋
と
し
て
転
進
、
全
国

に
羽
ば
た
い
た
。
オ
ム
ロ
ン
の
立

石
一
真
は
熊
本
の
出
身
。
大
阪
で

開
業
す
る
も
、
京
都
に
来
て
株
式

会
社
に
。
継
電
器
（
リ
レ
ー
）
・

自
動
制
御
装
置
で
大
き
く
な
る
。

京
セ
ラ
の
稲
森
和
夫
は
鹿
児
島
、

ガ
ラ
ス
メ
ー
カ
ー
の
松
風
で
修
行

す
る
。

ま
た
、
学
界
で
は
同
志
社
を
創
っ

た
新
島
襄
は
江
戸
の
生
ま
れ
。
洗

礼
を
受
け
10
年
間
密
出
国
、
帰
国

後
京
都
へ
。
一
年
後
同
志
社
英
学

校
を
設
立
し
た
。
そ
の
同
志
社
大

学
、
現
在
、
初
の
女
性
学
長
植
木

朝
子
さ
ん
は
、
お
茶
水
女
子
大
出

身
で
あ
る
。
ま
た
去
る
三
月
ま
で

精
華
大
学
学
長
を
務
め
た
ウ
ス
ビ
・

サ
コ
さ
ん
は
西
ア
フ
リ
カ
・
マ
リ

共
和
国
出
身
で
京
町
家
再
生
の
研

究
者
で
あ
る
。
将
に
よ
そ
者
で
あ

る
。最

近
京
都
府
の
副
知
事
が
交
代

し
た
。
去
る
の
は
国
交
省
か
ら
来

て
北
陸
新
幹
線
延
伸
の
地
な
ら
し

で
来
た
一
人
。
そ
し
て
新
し
く
は

総
務
省
か
ら
来
た
。
い
ず
れ
も
２

～
３
年
中
央
か
ら
の
指
令
を
も
っ

て
や
っ
て
来
る
。
終
わ
れ
ば
古
巣

に
戻
る
。
私
は
彼
ら
を
茲
に
言
う

こ
こ

よ
そ
者
と
は
言
い
た
く
な
い
。

で
は
バ
カ
者
と
は
？
は
じ
め

書
い
た
が
こ
の
表
現
、
言
葉
は
良

く
な
い
と
思
う
が
、
そ
し
て
ま
た
、

こ
う
言
っ
た
人
の
本
心
を
伺
い
知

る
事
は
出
来
な
い
が
、
一
見
賑
々

し
く
京
都
を
訪
れ
、
お
金
を
落
と

し
て
く
れ
る
観
光
客
の
方
々
を
こ

う
呼
ぶ
の
は
心
苦
し
い
。

８
月
１
日
付
け
の
「
市
民
し
ん

ぶ
ん
」
に
よ
れ
ば
、
コ
ロ
ナ
禍
の

前
の
観
光
に
よ
る
税
収
入
効
果
は

３
９
０
億
円
、
雇
用
創
出
15
万
3

千
人
。
ま
た
飲
食
店
・
小
売
店
・

タ
ク
シ
ー
台
数
の
数
は
全
国
で
そ

れ
ぞ
れ
2
～
3
番
と
市
は
喧
伝
し

て
い
る
。
ま
た
市
バ
ス
は
10
の
系

統
、
58
両
の
車
両
を
増
や
し
た
。

市
長
は
利
便
性
の
向
上
を
言
う
が
、

こ
れ
等
の
増
は
観
光
客
の
利
便
性

の
た
め
で
あ
り
、
決
し
て
街
の
発

展
、
市
民
の
利
便
性
の
向
上
に
何

ら
従
っ
て
い
な
い
。
西
京
区
は
逆

で
あ
る
。
増
系
統
・
車
両
増
は
コ

ロ
ナ
禍
の
今
、
市
民
の
負
担
と
な
っ

て
い
る
。

こ
と
わ
ざ
に
「
門
前
、
雀
羅
の

じ
ゃ
く
ら

賑
わ
い
？
」
と
言
う
の
が
あ
る
。

雀
羅
と
は
雀
を
と
る
網
に
こ
と
。

家
の
前
に
網
を
張
っ
て
捕
え
た
く

な
る
ほ
ど
雀
が
来
て
い
る
と
云
う

こ
と
か
。
「
門
前
雀
羅
の
に
ぎ
わ

い
」
と
云
う
人
も
い
る
。
ど
こ
か

の
市
長
さ
ん
も
、
こ
の
こ
と
わ
ざ

を
御
存
知
な
の
だ
ろ
う
。
ま
ち
も

に
ぎ
に
ぎ
し
く
て
結
構
だ
ね
。
も
っ

と
集
め
よ
う
と
観
光
客
優
先
、
ホ

テ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
、
文
化
財
・
景
観

壊
し
し
て
ま
で
。

然
し
こ
の
項
の
始
め
に
書
い
た

「
門
前
雀
羅
の
賑
わ
い
？
」
に
？

が
付
い
て
い
る
の
を
覚
え
て
い
ま

す
か
。
こ
の
こ
と
わ
ざ
の
本
当
は
、

「
門
前
雀
羅
を
張
る
」
と
言
う
そ

う
だ
。
市
長
さ
ん
、
本
当
の
意
味

を
御
存
知
か
。

雀
は
危
害
を
加
え
る
人
間
が
居

な
い
の
で
安
心
し
て
家
の
前
に
集

ま
っ
て
来
る
の
だ
。
訪
れ
る
人
も

な
く
閑
散
と
し
て
い
る
様
を
言
う

ら
し
い
。
今
、
い
や
こ
れ
は
コ
ロ

ナ
禍
以
前
か
ら
東
山
区
に
は
住
民

が
住
め
な
い
。
区
内
の
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
は
一
軒
の
み
。
近
隣
ホ

テ
ル
の
建
設
で
、
伝
統
の
昇
り
窯

は
壊
さ
れ
、
清
水
小
学
校
は
廃
校

に
。
特
に
コ
ロ
ナ
禍
、
雀
羅
で
一

網
打
尽
と
な
っ
た
雀
が
い
な
く
な
っ

た
街
は
あ
ま
り
に
哀
し
い
。

こ
ん
な
中
で
京
の
街
か
ら
追

い
出
さ
れ
た
若
者
達
が
、
よ
り
教

育
福
祉
の
充
実
し
て
い
る
周
辺
の

向
日
市
・
長
岡
京
市
に
流
失
し
て

い
る
。

雀
た
ち
へ
の
ホ
テ
ル
ラ
ッ
シ
ュ

で
追
い
出
さ
れ
た
企
業
事
務
所
・

マ
ン
シ
ョ
ン
を
、
高
さ
規
制
を
緩

和
し
て
計
画
し
て
い
る
。
本
末
転

倒
そ
の
も
の
で
あ
る
。

バ
カ
者
が
何
な
の
か
。
私
に
は

わ
か
ら
な
い
。
観
光
客
を
バ
カ
者

と
は
言
わ
な
い
。
ど
ん
な
よ
そ
者

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。

あ
え
て
「
お
客
様
」
を
言
お
う
と

思
う
。
富
裕
層
と
ヒ
ッ
ピ
ー
と
の

別
な
く
。

こ
ん
な
こ
と
を
考
え
、
ぼ
や
き

な
が
ら
今
日
一
日
が
終
わ
っ
た
。

こ
の
中
に
我
々
世
代
が
入
っ
て
い

な
い
の
が
不
服
だ
。
改
め
て
考
え

て
み
た
い
。
（
完
）

２０２２年 ８月１５日 年輪西京 第２２０号 JAPAN PENSIONERS'UNION（７）

綴
り
方
教
室

そ
の
二
十
四

〝
門
前
、
雀
羅
の
賑
わ
い
？

″
田
中
康
晴

もらってくれませんか！

電動ミンサー（味噌づくりに使用、10
年以上前に購入）、圧力鍋（26㎝、Ｉ

Ｈ対応、５～６年購入）どちらも年一

回しか使っていません。アルミ製の大
きい軽い鍋も。

希望者は、西境谷第二住宅・川村まで。

電話：０９０-５１２３-１００９

電動ミンサーとはミンチを作る道具です

JAPAN PENSIONERS'UNION 年輪西京 第２２０号 ２０２２年 ８月１５日

1
．
ひ
と
り
一
人
の
平
和
に
対
す
る

考
え
方
が
問
わ
れ
て
い
る

上
里
在
住
の
澤
で
す
。

2
月

24
日

に
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
て
、

も
う
す
ぐ
、
半
年
が
経
と
う
と
し
て
い

ま
す
。
こ
の
状
況
に
便
乗
し
て
、
軍
拡

や
核
兵
器
の
米
国
と
の
共
有
ま
で
主
張

し
、
改
憲
を
め
ざ
す
勢
力
が
参
議
院
選

挙
で

3
分
の

2
を
占
め
る
な
ど
、
平

和
と
民
主
主
義
を
も
う
一
度
、
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ひ
と
り
ひ
と

り
の
平
和
に
対
す
る
考
え
方
が
問
わ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
戦
争
は
い
や
だ
、

憲
法

9
条
を
守
ろ
う
、
平
和
を
希
求

す
る
だ
け
で
は
、
平
和
は
実
現
し
な
い

と
思
い
ま
す
。

２
．

8
月

15
日
が
な
ぜ
「
終
戦
記
念

日
」
な
の
か

も
う
す
ぐ
、

8
月

15
日
。
こ
の
日

は
「
終
戦
記
念
日
」
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
な
ぜ
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し

た

8
月

14
日
や
降
伏
文
書
に
日
本
が

署
名
し
た

9
月

2
日
で
な
い
の
か
。

敗
戦
で
な
く
、
終
戦
な
の
か
。
１
９
６

３
年
に
「
全
国
戦
没
者
追
悼
式
実
施
要

項
」
が
池
田
内
閣
で
閣
議
決
定
さ
れ
て
、

そ
れ
以
降
、
毎
年

8
月

15
日
に
開
催

さ
れ
、
１
９
８
２
年
に

8
月

15
日
を

「
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る

日
」
と
鈴
木
内
閣
に
よ
っ
て
閣
議
決
定

さ
れ
ま
し
た
。
一
般
的
に
「
終
戦
記
念

日
」
「
終
戦
の
日
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
玉
音
放
送
が
さ
れ
、
盂
蘭
盆
会
の

行
事
の
行
わ
れ
る

8
月

15
日
を
「
終

戦
記
念
日
」
と
す
る
こ
と
で
、
慰
霊
の

日
と
し
、
そ
の
こ
と
で
、
日
清
戦
争
、

日
露
戦
争
か
ら
始
ま
り
、
韓
国
を
併
合

し
、
日
中
戦
争
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争

の
負
の
歴
史
の
結
果
と
し
て
の
敗
戦
や

天
皇
を
は
じ
め
と
す
る
戦
争
責
任
を
曖

昧
に
し
て
い
ま
す
。

３
．
ド
イ
ツ
で
の
戦
争
責
任
の
取
り
組

み
は一

方
、
ド
イ
ツ
で
は
、
１
９
６
０
年

代
の
市
民
運
動
や
学
生
運
動
の
高
ま
り

の
中
、
哲
学
者
や
青
年
が
先
頭
に
立
っ

て
、
親
の
世
代
の
戦
争
責
任
を
問
い
、

７
０
年
代
中
頃
か
ら
は
加
害
者
に
焦
点

を
あ
て
て
過
去
と
向
き
合
っ
て
き
て
い

ま
す
。
自
身
も
戦
時
中
、
ナ
チ
ス
に
抵

抗
し
て
き
た
ブ
ラ
ン
ト
首
相
が
１
９
７

０
年
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
戦
争
の
放
棄
と

国
境
線
の
変
更
は
し
な
い
条
約
を
結
び
、

ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
ゲ
ッ
ト
ー
の
記
念
碑
の

前
で
ひ
ざ
ま
ず
い
て
謝
罪
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
９
年

12
月
に
メ
ル
ケ
ル
首
相

も
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
収

容
所
跡
地
を
訪
問
し
謝
罪
し
て
い
ま
す
。

歴
史
教
育
も
過
去
に
学
び
討
論
形
式
す

す
め
て
い
ま
す
。
戦
後
す
ぐ
に
ア
デ
ナ

ウ
ア
ー
内
閣
で
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
補

償
を
開
始
し
、
２
０
０
０
年
に
は
企
業

と
連
邦
政
府
で
基
金
を
設
け
、
フ
ォ
ル

ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
を
始
め
、
戦
時
下
の
強

制
労
働
に
対
す
る
補
償
を
行
っ
て
い
ま

す
。

４
．
対
立
を
や
め
る
た
め
に
出
来
た
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）

ま
た
、
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ン
ス
は
、
鉄
、

石
炭
、
葡
萄
、
小
麦
な
ど
農
産
物
の
産

地
で
あ
る
ア
ル
ザ
ス
・
ロ
レ
ー
ヌ
地
方

の
領
有
を
巡
っ
て
、
１
８
７
０
年
・
７

１
年
の
普
仏
戦
争
、
第
一
次
世
界
大
戦
、

第
二
次
世
界
大
戦
と
ず
っ
と
戦
争
を
し

て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
対
立
を
や
め
、

経
済
的
に
も
政
治
的
に
も
共
同
し
て
い

こ
う
と
、
１
９
５
１
年
に
設
立
し
た
の

が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
石
炭
鉄
鋼
共
同
体
、

１
９
５
７
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
共
同

体
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
原
子
力
共
同
体
な
ど

で
、
１
９
６
７
年
に
そ
れ
ら
を
統
合
し

て
出
来
た
の
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
で
、

１
９
９
３
年
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
（
Ｅ

Ｕ
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
１
９
７
３
年

に
加
盟
し
た
イ
ギ
リ
ス
は
２
０
２
０
年

に
離
脱
し
ま
し
た
が
、
当
初
は
、
ド
イ

ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
オ
ラ
ン

ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の

６
ヵ
国
で
出
発
し
ま
し
た
が
、
現
在
２

７
ヵ
国
で
、
今
年
、
６
月
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
と
モ
ル
ド
バ
が
加
盟
候
補
国
と
な
り
、

７
ヵ
国
が
加
盟
候
補
国
に
な
っ
て
い
ま

す
。

19
ヵ
国
が
単
一
通
貨
ユ
ー
ロ
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

５
．
過
去
の
誤
り
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
弱

い
日
本

日
本
で
は
過
去
の
誤
り
か
ら
教
訓
を

学
ぶ
歴
史
教
育
が
弱
く
、
被
害
に
比
べ

加
害
の
歴
史
が
語
ら
れ
る
こ
と
が
少
な

く
、
日
本
の
民
間
人
そ
し
て
外
国
人
に

対
す
る
補
償
も
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
不

断
に
平
和
構
築
を
め
ざ
し
て
い
く
取
り

組
み
が
弱
か
っ

た
よ
う
に
思
い

ま
す
。

ロ
シ
ア
で
も

ド
イ
ツ
に
攻
め

ら
れ
た
そ
れ
に

勝
っ
た
歴
史
は

語
ら
れ
ま
す
が

１
９
３
２
年
・

３
３
年
の
ロ
シ

ア
へ
の
穀
物
強

制
供
出
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
大
飢

饉
や
、
１
９
３
９
年
の
ソ
連
の
ポ
ー
ラ

ン
ド
侵
攻
や
カ
テ
ィ
ン
の
森
で
の
ポ
ー

ラ
ン
ド
兵
士
や
民
間
人
の
虐
殺
、
ス
タ
ー

リ
ン
の
大
粛
清
の
歴
史
は
反
省
し
て
い

ま
せ
ん
。

６
．
憲
法
９
条
を
生
か
し
た
平
和
構
築

の
取
り
組
み
を

憲
法
９
条
が
あ
る
か
ら
平
和
が
守
れ

る
の
で
は
な
く
、
憲
法
９
条
を
生
か
し
、

平
和
を
構
築
し
て
い
く
具
体
的
な
取
り

組
み
を
進
め
て
い
か
な
く
て
は
と
思
い

ま
す
。

次
回
以
降
で
、
核
兵
器
廃
絶
の
問
題
、

民
主
主
義
の
問
題
、
私
が
平
和
と
民
主

主
義
の
問
題
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た

経
緯
も
述
べ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（１０）

今
、
平
和
と
民
主
主
義
を
考
え
る

第
一
回

澤

太
郎
（
上
里

）

絵 手紙 小 島 志津 子



沖
縄
辺
野
古
基
地
を
Ⅴ
字
型
滑

走
路
と
大
部
分
埋
め
立
て
工
事
に

し
た
の
は
日
本
の
政
治
家
と
土
建

業
者

（
一
）
事
実
を
物
語
る
記
事
は
経

緯
を
語
っ
て
い
ま
す
。
２
０
０
９

年
（
平
成
21
年
）
10
月
17
日
付
け
、

毎
日
新
聞
。

沖
縄
国
際
大
学
教
授
・
佐
藤
学
氏

の
談
話

そ
も
そ
も
普
天
間
の
閉
鎖
、
返

還
は
、
１
９
９
５
年
の
沖
縄
少
女

暴
行
事
件
後
、
沖
縄
で
の
高
揚
し

た
反
基
地
世
論
を
抑
え
る
た
め
の

米
軍
提
案
で
あ
っ
た
。

当
時
、
日
・
米
・
沖
縄
間
の
交

渉
に
関
わ
っ
た
元
国
土
庁
事
務
次

官
下
河
辺
氏
の
証
言
に
よ
れ
ば
、

米
軍
が
代
替
施
設
と
し
て
要
求
し

た
の
は
、
長
さ
45
ｍ
の
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
発
着
帯
だ
け
だ
。
そ
れ
が
１

９
９
６
年
の
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
（
日
米
特

別
行
動
委
員
会
）
後
、
沖
縄
の
公

共
事
業
受
注
へ
の
思
惑
も
加
わ
り
、

大
規
模
代
替
施
設
案
に
な
っ
た
。

軍
事
的
な
重
要
度
が
低
く
て
も
日

本
が
提
供
す
る
の
だ
か
ら
米
側
が

拒
否
す
る
わ
け
が
な
い
。
新
基
地

建
設
の
本
質
は
「
無
駄
な
公
共
事

業
」
に
他
な
ら
な
い
。

（
二
）
事
実
を
物
語
る
記
事

毎
日
新
聞
紙
上
の
「
滑
走
路
は

な
ぜ
長
い
」
と
題
す
る
同
紙
専
門

編
集
委
員
金
子
秀
敏
氏
に
よ
る
も

の
。
一
部
中
略
し
ま
す
。

◎
鳩
山
首
相
が
退
陣
に
追
い
込
ま

れ
た
。
引
き
金
は
普
天
間
飛
行
場

移
設
に
関
す
る
日
米
共
同
声
明
で

あ
る
。
「
辺
野
古
」
と
い
う
文
字

を
入
れ
た
た
め
に
社
民
党
が
連
立

政
権
か
ら
離
れ
た
。

滑
走
路
の
長
さ
は
「
オ
ー
バ
ー

ラ
ン
を
含
み
、
護
岸
を
の
ぞ
い
て

１
８
０
０
ｍ
」
位
置
は
「
辺
野
古

崎
地
区
及
び
隣
接
す
る
水
域
」
と

明
記
さ
れ
た
。
自
民
党
政
権
が
作
っ

た
「
現
行
案
」
と
同
じ
だ
。

１
８
０
０
ｍ
滑
走
路
は
誰
だ
と
、

軍
事
評
論
家
の
故
江
畑
謙
介
氏
が
・
・
・

で
言
っ
て
い
る
。
ま
た
Ｖ
字
型
に

配
置
さ
れ
た
２
本
の
滑
走
路
も
意

味
不
明
だ
と
い
う
。

◎
現
行
案
決
定
当
時
の
防
衛
事
務

次
官
守
屋
武
昌
氏
が
「
中
央
公
論

２
０
１
０
年
１
月
号
」
で
、
こ
の

謎
の
政
治
的
背
景
を
、
こ
う
説
明

し
て
い
る
。

沖
縄
の
地
元
に
は
埋
め
立
て
工

事
を
受
注
し
た
い
建
設
業
者
が
作
っ

た
浅
瀬
埋
め
立
て
案
が
あ
り
、
米

軍
は
こ
れ
を
も
と
に
辺
野
古
移
設

案
を
作
っ
て
い
た
。
与
野
党
の
政

治
家
は
埋
め
立
て
用
の
土
砂
の
利

権
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
守
屋
氏
は
埋
め
立
て

部
分
を
最
小
限
に
抑
え
、
米
軍
キ
ャ

ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
の
演
習
場
内
に

滑
走
路
の
大
部
分
を
配
置
す
る

「
演
習
場
案
」
を
ま
と
め
、
し
ぶ

る
米
側
に
の
ま
せ
た
。

と
こ
ろ
が
政
府
が
地
元
と
の
協

議
に
入
る
と
「
滑
走
路
を
２
本
に

増
や
し
、
そ
れ
を
海
側
に
２
０
０

ｍ
寄
せ
る
」
と
修
正
さ
せ
た
。
埋

め
立
て
部
分
を
増
や
せ
と
い
う
要

求
を
入
れ
た
の
で
あ
る
。

江
畑
氏
の
「
謎
」
が
解
け
る
。
長

い
滑
走
路
を
持
っ
た
飛
行
場
を
確
保

し
た
い
米
軍
と
、
埋
め
立
て
工
事
が

欲
し
い
政
界
・
建
設
業
界
の
思
惑
で

環
境
配
慮
と
い
う
原
案
の
理
念
が
崩

れ
た
の
で
あ
る
。
後
略

工
事
の
進
み
具
合
な
ど

辺
野
古
飛
行
場
建
設
は
、
２
０

１
４
年
（
平
成
26
年
）
７
月
、
沿

岸
部
の
米
軍
施
設
解
体
工
事
か
ら

着
工
さ
れ
た
。
埋
立
地
の
護
岸
工

事
か
ら
、
そ
の
中
へ
土
砂
投
入
が

２
０
１
６
年
12
月
と
進
ん
だ
が
、

２
０
１
９
年
2
月
に
は
埋
立
地
の

沖
合
部
分
に
軟
弱
地
盤
が
判
明
し
、

地
盤
固
め
の
た
め
７
万
７
千
本
の

杭
打
ち
が
必
要
と
判
明
し
た
。
設

計
変
更
に
沖
縄
県
は
同
意
せ
ず
、

国
と
県
と
の
間
の
訴
訟
も
あ
り
、

工
事
完
工
は
、
２
０
２
２
年
で
あ
っ

た
が
、
今
日
で
は
明
確
な
見
通
し

は
も
て
な
い
。

仮
に
完
工
し
た
と
し
て
も
、
こ

の
基
地
は
大
津
波
に
全
く
弱
い
。

日
本
総
合
研
究
所
主
席
研
究
員
藻

谷
浩
介
氏
が
埋
立
地
の
土
砂
投
入

時
か
ら
今
後
予
期
さ
れ
る
大
津
波

に
全
く
無
防
備
の
弱
点
（
リ
ス
ク
）

を
持
つ
こ
と
を
繰
り
返
し
指
摘
し

て
い
る
。

現
に
、
２
０
１
１
年
の
東
北
巨

大
地
震
に
よ
る
大
津
波
が
航
空
自

衛
隊
松
島
基
地
（
宮
城
県
松
島
市
）

の
飛
行
場
・
駐
機
場
・
格
納
庫
を

襲
い
、
戦
闘
機
・
訓
練
機
等
28
機

を
飛
行
不
能
に
し
て
い
る
。

お
わ
り
に
、
日
本
国
民
の
税
金

に
よ
る
辺
野
古
基
地
建
設
は
屈
辱

の
典
型

日
独
伊
同
盟
に
よ
る
フ
ァ
シ
ズ

ム
戦
争
敗
北
に
よ
る
一
時
の
米
占

領
ま
で
不
当
と
否
定
は
で
き
な
い

が
、
主
権
国
家
が
敗
戦
後
77
年
目

の
今
日
ま
で
、
軍
事
・
政
治
・
経

済
上
の
対
米
従
属
を
固
定
し
た
安

保
条
約
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
。

そ
し
て
近
年
1
年
余
り
は
。
条
約

第
10
条
に
よ
り
解
消
す
る
政
治
課

題
が
全
く
表
面
に
出
な
い
。
真
剣

な
政
策
が
ど
こ
か
ら
も
出
な
い
状

態
は
、
現
代
日
本
の
深
刻
な
悲
劇

的
現
実
で
す
。
尖
閣
・
台
湾
・
ウ

ク
ラ
イ
ナ
問
題
を
材
料
に
、
日
々

緊
張
の
雰
囲
気
が
強
め
ら
れ
て
い

る
の
が
要
警
戒
で
す
。

こ
れ
ら
を
背
景
に
、
米
軍
の
在

日
本
最
大
の
代
替
え
基
地
を
国
民

の
税
金
で
建
設
す
る
こ
と
を
、
民

主
主
義
と
平
和
憲
法
下
の
主
権
者

の
一
人
と
し
て
屈
辱
の
典
型
と
認

識
し
ま
す
。
世
界
史
上
も
顕
著
な

恥
ず
べ
き
事
例
と
し
て
記
録
さ
れ

る
で
し
ょ
う
。

戦
争
と
言
え
ば
戦
闘
に
関
わ
る

全
て
の
事
象
を
包
摂
す
る
が
、
核

心
は
人
と
人
と
の
殺
し
合
い
で
す
。

目
下
、
焦
点
の
基
地
は
、
こ
の
基

地
が
攻
撃
さ
れ
れ
ば
太
平
洋
戦
争

唯
一
の
国
内
戦
闘
に
よ
り
20
数
万

人
の
犠
牲
者
を
発
生
さ
せ
た
沖
縄

に
再
度
、
多
大
な
犠
牲
者
を
押
し

つ
け
る
こ
と
が
必
至
で
す
。

こ
れ
ま
で
に
基
地
建
設
陣
営
は
、

米
軍
の
ベ
ト
ナ
ム
侵
攻
・
イ
ラ
ク

侵
攻
等
に
お
い
て
最
大
の
役
割
を

発
揮
し
た
飛
行
場
の
存
続
を
許
せ

な
い
と
す
る
元
自
民
党
県
幹
事
長

を
務
め
た
後
、
知
事
に
就
任
し
た

故
翁
長
雄
志
氏
な
ど
多
く
の
良
心

的
人
材
に
よ
る
懸
命
の
反
対
を
押

し
つ
ぶ
し
て
き
た
。

さ
ら
に
新
基
地
は
辺
野
古
の
美

景
・
環
境
を
甚
だ
し
く
破
壊
し
た

が
、
あ
ま
り
本
来
の
役
に
立
つ
こ

と
な
く
、
巨
額
浪
費
と
し
て
名
を

遺
す
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
ま
す
。

（
完
）
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世
界
深
掘
り
点
描

そ
の
二

大
前

健

２０２２年 ８月１５日 年輪西京 第２２０号 JAPAN PENSIONERS'UNION（９）

【あなたに会えたから、僕は・・・】

―『インクルージョン』障害者がありのままで生きられる社会を―

細田一憲

「愛とは決して逃げないこと

この場から 立ち去らないこと

愛とは揺るぎない

あなたへの信頼

・・・・・・

未来に繋（つな）がる抱擁を

決して 断ち切らないこと」

（細田一憲「あなたに会えたから」部分）

僕はそう短くもない時間を 障害者として生きて来ました

心病む（双極性障害1型）人間として悲しみとともに生

きて来ました

心なき人の「排外・排除」を少なからず受けて来ました

「誤解・偏見・差別」って根強くこ

の社会にあります

「差別は たいてい 悪意のない人が

する」（キム・ジヘ 大月書店 2020

年）に詳述されていますように「なん

の悪意を持たない人」が障害者を平気

で差別することをこの身を持って僕は

知らされて来ました

「進歩的な思想」を標榜する人でさ

え、その言動で僕をギリギリと痛めつけ尊厳を平気で踏みに

じることを知らされて来ました

社会の優生思想（弱者者を差別し排除する）は本当に根強

く多くの人の心を支配しています。

「新自由主義」「排外主義」「競争主義」「ジェンダー差別」

「優生思想」「LGBTQ 性のマイノリティ差別」に覆われたす

さまじい社会に僕たちは生きています

ねぇ 「心の病い」を持つ人たちを受け入れてくれませんか？

どうして理由も言わずに「排除」するのですか？

僕の存在自身に嫌悪感を持つの？ なぜ？

灰色の厚い雲が覆ったパリはサンジェルマン・デ・プレ周
辺を歩いていた時に

君が僕に見せてくれた微笑・・・うれしかったネ

小雨が頬に降りかかるモンパルナスの小路を言葉もなく歩い

たよネ・・・ありがとう うれしかったネ

モンパルナス墓地でサルトルとボォーボワールの二人が一

緒に眠る墓の前で僕はボロボロと泣いてしまったよネ？

ポンデザール橋を渡りながらセーヌ河の暮れなずむ夕景を
一緒に見たよネ？

あぁ

僕のすべてを受け入れた人よ

「受容」を難なく実践する人よ ありがとう

小さな点のような白い船がセーヌ川の向こうに消えて逝く
夕暮れ時に市民ランナーが僕たちの傍を通り過ぎていった。

中には僕たちにエールを送る人もいたよネ？

ベージュのステンカラーコートを着た若者がセーヌ川の夕

景をスケッチしたよネ？画家さんだったのかな？

「一人の人間を愛するとは、その人間と

一緒に年老いるのを受け入れることにほ

かならない」（カミュ）

（最近コロナ・パンデミックでカミュの

「ペスト」が再びに読まれ始めたと言い

ます）

カミュの愛の定義は僕にしっくりと来ま

す。

「ルッキズム」（人を美醜で判断しない

思想）が市民権を獲得し始めました

「年老いる」とは若き日の「美」が朽ちていくこと 「出来

ないこと」が増えること（ケアが必要になる） 記憶力が落

ちる シワが増えて肌の艶を喪い髪も少なくなり眼も悪くな

り 耳も悪くなり思考力も一定落ちる 動作が鈍る・・・で

もそれは当たり前のこと 誰にでも訪れること それを認め

ることが「愛」だとカミュは看破しているよネ？

あぁそうだ 鶴見俊輔は「老人は美しい」と書いたけど、

その理由・意味が僕にはわかるようになりました

暴力とは戦争や「性暴力」だけではありません

障害者を初め「弱き者たち」を社会の片隅に追いやり尊厳を

奪うこと

それも激しい「暴力」です

友よ 負けないで！！

ランディ・ウェストン「JAZZ A LA BOHEMIA」を

聴きながら記す。

サンジェルマン・デ・プレ教会



（
前
面
よ
り

福
西
学
区
懇
談
会
の
続
き
）

②

西
陵
中
学
（
跡
地
）
の
要
求

★
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
＋
老

人
交
流
セ
ン
タ
ー
の
新
設
。

★
若
者
が
使
え
る
ス
ポ
ー
ツ
施

設
の
新
設
。

★
学
童
保
育
所
の
新
設
。

★
格
安
で
使
え
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー

の
「
ひ
と
ま
ち
交
流
館
館
」
の

新
設
。

③
2
億
円
か
け
た
「
竹
林
公
園
」

ト
イ
レ
施
錠
、
水
曜
定
休
解
放
、

一
定
前
進
し
か
し
午
後
5
時
に

施
錠
。
い
つ
も
使
え
る
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
。

有
料
ガ
レ
ー
ジ
、
土･

日
割
高
に
。

無
料
に
戻
す
事
。

④
公
園
の
高
齢
者
の
健
康
遊
具

福
西
は
１
カ
所
も
設
置
な
し
。

福
西
公
園
に

設
置
す

る
こ
と
。
（

福
西
本

通
の
竹
の
里

本
通
、

拡
幅
す
る
と

こ
ろ
に

付
く
予
定
？
）

⑤
福
西
保
育

所
の
駐

車
場
と
し
て

横
断
歩

道
橋
の
下
の

空
き
地

を
利
用
す
る
こ
と
。

⑥
福
西
公
園

内
の
南

東
角
に
「
池

の
様
な

水
た
ま
り
」
が
あ
る
。
蚊
が
発

生
し
て
い
る
の
で
対
策
を
講
じ

る
と
。

⑦
戸
建
て
住
宅
街
で
、
老
人
の

一
人
暮
ら
し
で
ゴ
ミ
出
し
が
大

変
。
戸
別
収
集
す
る
こ
と
。

⑧
福
西
学
区
の
子
供
た
ち
は
、

小
中
統
合
工
事
に
よ
り
、
現
在
、

竹
の
里
小
学
校
に
通
っ
て
い
る
。

そ
の
通
学
コ
ー
ス
上
の
横
断
歩

道
で
「
見
守
り
隊
」
に
参
加
し

て
い
る
組
合
員
か
ら
、
そ
の
横

断
歩
道
の
白
線
が
消
え
て
い
る

の
が
、
い
ま
だ
に
修
理
さ
れ
な

い
の
で
、
福
西
社
会
福
祉
協
議

会
の
活
動
を
さ
れ
て
い
る
組
合

員
の
山
﨑
さ
ん
に
、
修
理
の
話

を
市
に
し
て
も
ら
う
よ
う
お
願

い
さ
れ
た
こ
と
も
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
（
大
橋
歳
彦

記
）

去
る
8
月
3
日
「
嵐
山
東
地
区
か

ら
、
安
全
ス
ム
ー
ズ
に
区
役
所
に
行

け
る
た
め
の
改
善
に
つ
い
て
。

①
松
尾
大
社
市
バ
ス
停
留
所
付
近

の
歩
道
・
安
全
帯
の
設
置
な
ど
安

全
対
策
。

②
市
バ
ス
28
号
系
統
北
行
き
停
留

所
の
安
全
対
策
の
2
点
の
要
望
書

を
河
合
議
員
同
行
紹
介
を
得
て
、

西
京
土
木
事
務
所
に
提
出
し
ま
し

た
。
こ
の
付
近
、
北
行
き
停
留
所

南
手
前
か
ら
歩
道
は
な
く
、
又
路

側
帯
の
表
示
さ
え
な

い
所
。
い
く
つ
か
の

電
柱
も
あ
り
、
そ
の

中
に
停
留
所
の
一
本

が
立
っ
て
い
る
の
み
。

高
齢
者
・
車
椅
子
は

勿
論
、
若
者
で
も
危

な
い
所
。
写
真
を
添

え
て
訴
え
ま
し
た
。

次
長
、
大
槻
圭
一

郎
氏
が
対
応
し
て
頂

き
ま
し
た
。
現
状
は
、
あ
る
程
度

認
識
把
握
さ
れ
て
お
り
、
要
望
を

受
け
て
、
交
通
局
・
警
察
・
近
隣

住
宅
の
所
有
者
の
方
々
と
の
話
し

合
い
。
安
全
確
保
の
上
か
ら
何
が

出
来
る
か
検
討
し
て
返
事
を
差
し

上
げ
る
と
の
事
で
し
た
。
一
歩
前

進
か
と
思
い
ま
す
。

な
お
そ
の
時
、
次
長
が
こ
の
府

道
樫
原❘

嵐
山
線
の
松
尾
大
社
前
か

ら
北
へ
嵐
山
の
間
は
、
東
側
の
拡

幅
が
昭
和
40
年
代
に
計
画
さ
れ
、

そ
れ
が
未
だ
活
き
て
い
る
の
だ
が
。

と
の
発
言
も
あ
り
ま
し
た
。

（
文
責
・
田
中
康
晴
）

JAPAN PENSIONERS'UNION 年輪西京 第２２０号 ２０２２年 ８月１５日 （６）

西京支部 当面の日程

８/１５（月）第３回支部委員会 １３：３０～

８月号機関紙発行

８/２２（月）８月誕生会 １３：３０～ほっこりサロン

コロナ第７波で中止しました
８/２５（木）阪急桂駅西口宣伝 １６：００～

９/ ５（月）女性の会役員会 １０：３０～

第４回支部委員会 １３：３０～

９/１９（月）西京ピースウオーク １０；００

桂巽公園集合 出発 １０：３０

第５回支部委員会 １３：３０～

９月号機関紙発行

９/２５（日）食材支援プロジェクト 西京区役所２F

１０；００～１１：００

お米・食材・カンパよろしく

９/２６（月）９月お誕生会 １３：３０～

ほっこりサロンにて

１０/３（月）女性の会役員会 １０：３０～

第６回支部委員会 １３：３０～

１０/１５（土）傘寿を祝う会

境谷会館 １０：３０～

１０/１７（月）第７回支部委員会 １３：３０～

絵 手紙 安宅 明子

「
西
京
区
役
所
へ
ど
の
地
域
か
ら
で
も
行
き
や
す
い

バ
ス
路
線
の
実
現
を
求
め
る
会
」
報
告

２０２２年 ８月１５日 年輪西京 第２２０号 JAPAN PENSIONERS'UNION

１
９
５
６
年

12
月
に
創
立
し
、
翌

年
１
月
の
劇
団
民
藝
の
「
ア
ン
ネ
の
日

記
」
の
第
１
回
例
会
か
ら
今
年
、

66

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
年
６
～
７
年
の

例
会
で
、
近
畿
の
７
つ
の
演
劇
鑑
賞
会

で
、
劇
団
・
創
造
団
体
と
共
同
し
て
、

様
々
な
演
劇
、
喜
劇
、
悲
劇
、
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
、
歌
舞
伎
等
々
を
観
て
い
ま
す
。

10
月
例
会
は
、
イ
ッ
ツ
フ
ォ
ー
リ
ー

ズ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
て
だ
の
ふ
あ
」

で
す
。

９
月

30
日
（
金
）
午
後
６
時

30
分
開

演
・
１
日
（
土
）
午
後
１
時

30
分
開

演
で
、

会
場
は
、
呉
竹
文
化
セ
ン
タ
ー
（
京
阪
・

近
鉄
・
丹
波
橋
駅
西
口
す
ぐ
）
で
す
。

原
作

灰
谷
健
次
郎
（
「
太
陽
の

子
」

角
川
文
庫
刊
）

脚
本
・
作
詞

ラ
サ
ー
ル
石
井

演
出

鵜
山

仁

音
楽

吉
田
さ
と
る

出
演

普
天
間
か
お
り
・
藤
森
裕

美
・

明
羽
美
姫
・
大
塚
庸
介

「
て
だ
の
ふ
あ
」
は
沖
縄
言
葉
で
太

陽
の
子
。
終
戦
か
ら

30
年
後
の
神
戸

で
、
母
親
の
遠
い
親
戚
・
オ
ジ
や
ん
、

町
の
鋳
物
工
場
で
働
く
ギ
ッ
チ
ョ
ン
チ
ョ

ン
、
ギ
ッ
チ
ョ
ン
チ
ョ
ン
の
職
場
の
先

輩
・
昭
吉
、
集
団
自
決
で
片
手
を
失
っ

た
ろ
く
さ
ん
、
船
で
働
く
お
人
好
し
の

独
身
者
・
ギ
ン
ち
ゃ
ん
、
港
で
ク
レ
ー

ン
を
動
か
す
ゴ
ロ
ち
ゃ
ん
な
ど
で
い
つ

も
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で

戦
争
を
知
ら
な
い
ふ
う
ち
ゃ
ん
は
美
し

い
島
・
沖
縄
の
悲
し
い
過
去
を
知
り
、

沖
縄
と
沖
縄
人
が
好
き
に
な
っ
て
い
き

ま
す
。

原
作
は
「
太
陽
の
子
」
。
教
師
で
小

説
家
の
灰
谷
健
次
郎
が
未
来
の
子
ど
も

た
ち
に
残
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
化
。
沖
縄
人
の
奥
に
秘
め
た
明

る
さ
・
・
・
決
し
て
暗
い
物
語
で
は
な

く
、
未
来
に
向
か
っ
て
声
を
あ
げ
る
人

た
ち
の
姿
を
描
き
ま
す
。

11
月
例
会
は
、
劇
団
チ
ョ
コ
レ

ー
ト

ケ
ー
キ
の
「
帰
還
不
能
点
」
で
す
。

25
日
（
金
）
午
後
６
時

30
分
開
演
。
・

26
日
（
土
）
１
時

30
分
開
演
（
予
定
）

会
場
は
、
呉
竹
文
化
セ
ン
タ
ー
（
京
阪
・

近
鉄
・
丹
波
橋
駅
西
口
す
ぐ
）
で

す
。

作

古
川

健

演
出

日
澤
祐
介

出
演

浅
井
伸
治
・
岡
本

篤
・
西
尾

友
樹
・
青
木
柳
葉
魚
・
東
谷
英
人
・
粟

野
史
浩
・
今
里

真
・
緒
方
晋
・
村
上

誠
基
・
黒
沢
あ
す
か

１
９
５
０
年
代
、
敗
戦
前
の
若
手
エ

リ
ー
ト
官
僚
が
久
し
ぶ
り
に
集
い
久
闊

を
叙
す
。
や
が
て
酒
が
進
む
う
ち
に
話

は
二
人
の
個
人
に
収
斂
す
る
。
一
人
は

首
相
近
衛
文
麿
。
近
衛
の
最
大
の
失
策
、

日
中
戦
争
長
期
化
の
経
緯
が
語
ら
れ
る
。

も
う
一
人
は
外
相
松
岡
洋
右
。
ア
メ
リ

カ
の
警
戒
レ
ベ
ル
を
引
き
上
げ
た
三
国

同
盟
締
結
の
経
緯
が
語
ら
れ
る
。
更
に

語
ら
れ
る
対
米
戦
へ
の
「
帰
還
不
能
点
」

南
部
仏
印
進
駐
。
大
日
本
帝
国
を
破
滅

さ
せ
た
文
官
た
ち
の
物
語
。
何
故
あ
の

時
、
こ
の
国
は
引
き
返
せ
な
か
っ
た
の

か
？
対
米
戦
の
必
敗
を
予
測
し
た
男
達

の
語
る
、
大
日
本
帝
国
破
滅
へ
の
道
。

例
会
作
品
は
２
年
前
に
決
ま
り
ま
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
ロ
シ
ア
の
侵
攻
で
、

こ
れ
だ
け
戦
争
と
平
和
の
問
題
が
高
ま

る
と
は
誰
も
予
想
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
８
月
・

10
月
・

11
月
と
戦
争
と

平
和
を
問
う
例
会
作
品
が
続
き
ま
す
。

こ
の
機
会
に
是
非
、
入
会
し
ま
せ
ん

か
。

入
会
金
は
３
５
０
０
円
、
会
費
は
月
３

５
０
０
円
。
翌
月
分
、
前
納
制
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
都
労
演
事
務

局
２
３
１
・
３
７
３
０
＆
２
１
１
・
７

８
５
５
あ
る
い
は
、

上
里
在
住

澤

太
郎
（
京
都
労
演
副

会
長
）
３
３
１
・
１
４
２
８
ま
で

（１１）

演
劇
鑑
賞
会
・
京
都
労
演
で
年
６
～
７
回
、
演
劇
を
観
ま
せ
ん
か

「お助けし隊」をご利用ください

昨年度からスタートした「お助けし隊」は、以

下の項目のお手伝いをします。

お助け項目

○庭の草引き・掃除

○部屋の掃除・片付け

○ゴミ出し

○布団干し

○不用品整理・廃棄処分

○電球・蛍光灯などの交換、

○パソコンやスマホ操作の手伝い

○買い物代行

○役所手続きの手伝い

○話し相手

○機器（物による）の修繕

○車での移送

（通院・買い物・墓まいり・役所手続き等）

その他ご相談ください。

※お互い気兼ねなく頼み頼まれるため に少額の

謝礼（１時間につき４００円～）と実費（交通費

等）をいただきます。なお対応は原則２人で行い

ます。

連絡先

藤原克東（樫原391-0781）
田中康晴（松尾391-0852）
大橋歳彦（福西331-3273）
市川弘子（桂川392-3717）
河合正臣（新林331-4479）
新宮峰男（境谷754-6471）

「お助けし隊」の協力者募集！

組合員から好評を得ています「お助けし隊」の活動。こ

れまでの出動実績は３２件（予約２件）。

隊員は、役員以外の方にもご協力いただいていますが、

さらにご協力いただける隊員を募集します。依頼件数が多

いのは、庭木の剪定、草刈り、物品の運搬等です。終活・

断捨離による不用品の廃棄処分も引き受けます。（事務局）



新
林
学
区

新
林
班
（
23
名
）
の
懇
談
会
が

5
月
27
日
に
新
林
会
館
で
行
わ
れ
、

河
合
・
黒
住
・
大
橋
・
北
西
・
小

林
・
大
野
・
佐
武
・
中
川
・
藤
田
・

廣
岡
の
各
氏
、
10
名
と
支
部
の
新

宮
事
務
局
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

懇
談
会
は
、
河
合
支
部
委
員
の

司
会
で
、
最
年
長
の
黒
住
さ
ん
が

開
会
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
出
席
者

全
員
が
自
己
紹
介
を
終
え
た
あ
と
、

新
宮
事
務
局
長
か
ら
敬
老
乗
車
証

の
改
悪
に
反
対
す
る
た
た
か
い
の

報
告
、
区
役
所
（
及
び
交
通
局
）

に
提
出
し
た
年
金
者
組
合
西
京
支

部
の
要
望
事
項
の
前
進
状
況
（
市

バ
ス
特
西
4
の
増
便
、
樫
原
の
秤

谷
と
塚
ノ
本
町
に
バ
ス
停
新
設
等
）

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

飲
み
物
と
お
菓
子
を
い
た
だ
き

な
が
ら
の
自
由
討
論
で
は
、
健
康

問
題
、
Ｊ
Ａ
ス
ー
パ
ー
跡
地
利
用
、

年
金
制
度
の
改
善
、
（
子
供
世
代

の
）
雇
用
の
非
正
規
化
が
年
金
に

及
ぼ
す
影
響
な
ど
が
話
題
に
な
り

ま
し
た
。

懇
談
会
の
最
後
に
は
、
河
合
支

部
委
員
か
ら
、
毎
週
土
曜
日
朝
、

７
時
～
大
原
野
神
社
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
の
提
案
が
行
わ
れ
、
参
加
可
能

な
者
の
自
主
参
加
で
実
施
さ
れ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
懇
談

会
の
翌
日
か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は

実
行
に
移
さ
れ
て
い
ま
す
。
懇
談

会
は
、
初
対
面
の
方
々
も
お
ら
れ

ま
し
た
が
、
終
始
和
や
か
に
進
行

し
、
「
是
非
ま
た
集
ま
り
た
い
」

の
感
想
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

（
新
宮
峰
男

記
）

新
林
学
区
懇
談
会
参
加
記

5
月
25
日
午
前
10
時
30
分
よ
り

新
林
会
館
に
て
懇
談
会
が
開
催
さ

れ
た
。
役
員
に
な
っ
た
覚
え
も
な

か
っ
た
が
、
河
合
正
臣
さ
ん
か
ら

開
会
の
挨
拶
と
言
わ
れ
、
断
る
訳

に
も
い
か
ず
、
立
ち
上
が
っ
た
。

似
た
よ
う
な
集
ま
り
が
こ
の
時
期

多
か
っ
た
の
で
記
憶
が
ご
っ
ち
ゃ

に
な
っ
て
い
て
、
あ
や
う
い
の
だ

が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
の
無
法
を

働
い
た
プ
ー
チ
ン
へ
の
憤
り
と
、

そ
れ
に
対
し
て
、
な
す
術
を
持
た

な
い
己
の
情
け
な
さ
を
嘆
い
た
よ

う
な
気
が
し
て
い
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
時
期
、

似
た
よ
う
な
会
合
が
幾
つ
も
あ
っ

て
頭
が
こ
ん
が
ら
が
っ
て
い
る
の

だ
が
、
経
過
報
告
に
も
方
針
に
も

異
論
は
出
な
か
っ
た
と
思
う
。

年
金
改
悪
へ
の
不
満
や
不
安
、

こ
の
国
の
将
来
に
対
す
る
心
配
な

ど
も
語
ら
れ
た
と
記
憶
す
る
が
、

米
寿
と
言
え
ば
目
出
度
い
と
言
わ

れ
る
の
だ
が
、
昭
和
一
桁
生
ま
れ

な
ら
ば
、
歩
行
も
、
も
た
も
た
と

な
り
、
頭
の
回
転
も
ス
ム
ー
ズ
と

は
言
え
な
い
。

最
初
の
挨
拶
を
終
わ
っ
て
や
れ

や
れ
と
思
っ
て
い
た
ら
、
閉
会
の

辞
も
述
べ
よ
と
言
わ
れ
た
の
で
は

な
か
っ
た
か
・
・
・
。

現
在
の
若
者
た
ち
も
正
社
員
の

雇
用
が
少
な
く
、
臨
時
雇
い
や
ア

ル
バ
イ
ト
が
多
い
と
聞
く
の
で
本

人
も
大
変
だ
が
、
そ
れ
こ
そ
、
こ

の
国
の
未
来
は
ど
う
な
る
の
か
心

配
で
な
ら
な
い
。

自
己
紹
介
や
新
宮
事
務
局
長
の

情
勢
報
告
な
ど
大
事
な
こ
と
を
書

き
落
と
し
て
申
し
訳
な
い

。

（
黒
住
嘉
輝
）

樫
原
学
区

1
．
開
催
日
時

6
月
20
日
、

午
前
10
時
か
ら
11
時
40
分

2
．
会
場

樫
原
ほ
っ
こ
り
サ
ロ
ン

3
．
参
加
者

藤
原
（
克
）
・
藤

原
（
敏
）
・
森
脇
・
中
山
・
谷
山

５
名

4
．
流
れ

次
第
に
沿
っ
て

①
藤
原
か
ら
懇
談
会
の
目
的
と
挨

拶②
自
己
紹
介
と
近
況
報
告

③
気

軽
に
語
り
合
う
、
懇
談
、
要
求
出

し
あ
い
な
ど
。

（
１
）
近
況

〇
耳
が
聞
こ
え
に
く
い
、
コ
ロ
ナ

で
大
変
、
毎
日
歩
け
と
い
わ
れ
自

宅
か
ら
洛
西
口
ま
で
歩
い
て
い
る
。

新
聞
は
隅
か
ら
隅
ま
で
読
ん
で
い

る
。
毎
日
、
日
記
を
つ
け
て
い
る
。

指
が
い
う
事
を
聞
か
な
い
が
、
毎

日
あ
っ
た
事
、
自
分
の
思
い
を
書

い
て
い
る
。
体
を
動
か
さ
な
い
と

あ
か
ん
。

〇
私
は
家
に
い
る
時
は
、
掃
除
を

し
た
り
何
か
を
作
っ
て
い
る
。
外

に
も
出
て
散
歩
し
て
い
る
。
コ
ー

ス
は
た
ん
ぽ
ぽ
前
か
ら
自
衛
隊
前

か
ら
桂
川
駅
ま
で
歩
き
、
し
ん
ど

く
な
っ
た
ら
孫
に
迎
え
に
来
て
も

ら
っ
て
い
る
。
ス
マ
ホ
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ

機
能
を
つ
け
て
も
ら
い
ど
こ
に
い

る
か
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

健
康
に
関
わ
る
発
言
多
か
っ
た
。

（
２
）
戦
争
体
験

〇
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
戦

争
は
気
に
な
る
、
早
く
収
ま
っ
て

ほ
し
い
。
テ
レ
ビ
で
は
い
ろ
ん
な

番
組
が
あ
る
が
、
知
ら
ん
こ
と
が

多
い
、
戦
争
の
な
い
世
界
で
あ
っ

て
ほ
し
い
。

〇
僕
は
福
知
山
で
育
ち
、
空
襲
に

遭
う
た
、
警
報
が
鳴
る
と
、
電
球

に
傘
を
か
ぶ
せ
、
生
活
し
て
い
た
。

通
学
中
に
、
バ
リ
バ
リ
と
攻
撃
を

受
け
、
防
空
壕
に
入
っ
た
こ
と
も

あ
る
。
近
く
に
ヒ
コ―

場
が
出
来

徴
用
に
来
ら
れ
た
人
が
、
首
つ
り

を
し
て
死
ん
だ
人
も
見
た
。
戦
争

は
悲
惨
だ
。

〇
空
襲
警
報
が
な
っ
た
ら
、
母
親

は
上
の
二
人
を
防
空
壕
に
い
れ
、

私
は
小
さ
い
の
で
寝
こ
ろ
が
っ
て

お
か
れ
た
と
聞
い
た
。

（
次
面
へ
）

JAPAN PENSIONERS'UNION 年輪西京 第２２０号 ２０２２年 ８月１５日 （４）

学
区
別
懇
談
会
特
集

そ
の
三

２０２２年 ８月１５日 年輪西京 第２２０号 JAPAN PENSIONERS'UNION

２
０
２
２
年

7
月

26
日
、
西
京
区

役
所
洛
西
支
所
の
大
会
議
室
に
お
い
て
、

第
１
回
京
都
市
洛
西
地
域
公
共
交
通
会

議
（
以
下
、
「
会
議
」
と
い
う
）
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

傍
聴
の
手
続
き
を
終
え
て
、
会
議
資

料
等
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
出
席
者
名

簿
及
び
、
委
員
会
名
簿
の
住
民
欄
に
竹

の
里
地
域
自
治
連
合
会
長
（
以
下
、

「
地
域
代
表
」
と
い
う
）
が
記
載
さ
れ

て
い
な
い
の
で
事
務
局
に
説
明
を
求
め

ま
し
た
が
、
会
議
に
お
い
て
説
明
が
あ

る
と
い
わ
れ
ま
し
た
が
、
何
ら
説
明
な

く
委
員
会
名
簿
は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
地
域
代
表
者
名
が
記
載
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
説
明
を
求

め
た
と
こ
ろ
、
洛
西
支
所
地
域
推
進
室

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
の
高
橋
庸
介
氏

が
、
委
員
会
名
簿
に
地
域
代
表
者
名
が

記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、

そ
の
理
由
と
し
て
「
新
林
の
片
岡
純
治

氏
が
西
京
区
自
治
連
副
会
長
で
あ
り
、

新
林
学
区
自
治
連
会
長
と
し
て
洛
西
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
全
体
の
代
表
と
し
て
い
る
」
と

回
答
さ
れ
た
こ
と
に
、
竹
の
里
地
域
が

委
員
と
し
て
排
除
さ
れ
て
い
る
と
異
議

を
申
し
入
れ
ま
し
た
。

高
橋
課
長
は
「
竹
の
里
か
ら
代
表
を

選
出
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
し
、

今
後
選
出
す
る
こ
と
も
な
い
」
と
明
言

し
た
の
で
「
竹
の
里
地
域
を
除
外
す
る

こ
と
は
、
洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
住
民
と

し
て
分
断
す
る
こ
と
に
な
り
、
傍
聴
者

の
意
見
と
要
求
を
尊
重
す
べ
き
、
高
橋

課
長
の
発
言
は
見
解
の
相
違
と
受
け
止

め
ら
れ
る
」
の
か
ど
う
か
、
高
橋
課
長

は
「
そ
の
よ
う
に
受
け
取
っ
て
も
ら
っ

て
よ
い
」
と
言
及
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
関
係
局
・
各
部
に
強
く
抗
議

し
、
納
得
の
い
く
説
明
の
回
答
を
求
め

て
い
き
ま
す
。

、
２
０
２
２
年
８
月
４
日

市
民
の
足
を
守
る
西
京
連
絡
会

事
務
局
長

中
組

修

（１３）

、

第
１
回
京
都
市
洛
西
地
域
公
共
交
通
会
議
の
傍
聴
者
と
し
て
異
議
申
し
立
て
！

阪急桂駅西口宣伝
８月２５日（木）

１６：００～１６：３０

９月２５日（日）

１６：００～１６：３０

・敬老乗車証を守る新署名
・消費税下げろ！
・９条改憲ＮＯ

改憲発議に反対する

全国緊急署名（新署名）

・安心できる年金と雇用の制度を

求める署名

西京９条の会連絡会の

ＨＰをご覧ください

https://9zyo.com/

平和団体のページに「年輪西京」が掲載

されています。印刷もできます。

２０２２年「傘寿を祝う会」
開催のお知らせ

（但し、コロナ感染の状況で中止になる事もありま

す）

日時：１０月１５日 １０：３０～

場所：境谷会館

会費：昼食代として５００円（一部支部負担）

（但し傘寿者は無料です）

プログラム（予定）

①開会挨拶

②来賓挨拶

③傘寿者の紹介と記念品贈呈

④傘寿者へのインタビュー

⑤会食・懇談

⑥アトラクション（各サークルから、民謡・フォー

クダンスなど）

⑦閉会挨拶

傘寿記念の文集について

昨年に引き続き、「文集・歩みつづけて８０年」

を年輪西京号外として発行します。傘寿の方々、原

稿用紙をお渡ししますので、それに書いてください。

締切は１０月末、発行は１１月を予定しています。

★２０２２年の傘寿者は１９４２年生まれの方々で

大前 薫さん（桂川）・小島正和さん（桂坂）

藤原敏子さん（樫原）・落合峯子さん（大枝）

山田喜彦さん（松尾）・岡村文代さん（川岡東）

大橋歳彦さん（福西）・小林典子さん（新林）

の８名です。

※先般の第19回支部総会で9月17日の開催が確認された「傘寿を

祝う会」は、8月1日の支部委員会で、コロナ感染拡大（第7波）

の状況をふまえ、10月15日に延期することが決まりました。なお、

「卒寿」１９３２年生まれの方々を祝う記念品・花束の贈呈（対

象者宅訪問）は予定通り9月17日に行います。卒寿の対象者―村

本雄児さん（川岡）・大前健さん（樫原）・山越仁一さん（上里）・

渡辺馨さん（川岡）の４名です。

絵手紙 原口薫
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参

院

選
挙

中

に
安

倍

元

首
相

へ

の
銃

撃

殺
害

事

件
が

発

生

し
た

。

多
く

の

テ
レ

ビ

や
マ

ス

コ

ミ
は

安

倍
元

首

相
に

対

す
る

追

悼

と
弔

意

一
色
と

な
っ

た

。
岸

田
首

相
は

7

月

14
日

の
記

者
会

見
で

、
こ

の
秋

に
「

国

葬
」

の

形
式

で

葬

儀
を

行

う
と
発
表
し
た
。

理

由

は
、

憲

法
史

上

最

長
の

８

年
８

ヶ

月
に

わ

た
り

、

卓

越
し

た

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
実
行
力
を
も
っ

て
総

理

大
臣

の

重
責

を

担

い
、

東

日

本
大

震

災
か

ら

の

復
興

や

日
本

経

済
の

再

生
、

日

米

関
係

を

基
軸

と

し
た

外

交
の

展

開

、
様

々

な
分

野

で
実

績

を
残

す

な

ど
、

そ

の
功

績

は
素

晴

ら
し

い

も

の
が

あ

る
等

を
あ
げ
た
。

安
倍

元

首
相

の

内

政
・

外

交
政

策
、

そ
の
政

治
姿
勢

に
対
し

て
は
、

国

民
の

中

で
大

き

く

評
価

が

分
か

れ

て
い

る

。
こ

の

間

、
森

友

・
加

計

問
題

。

桜
を

見

る

会
で

の

政
治

の

私
物

化

。
公

文

書

改
ざ

ん

。
特

定

秘

密
保

護

法

や
安

保

体
制

な

ど

悪

法
の
強

行
採
決

を
重

ね
る
な

ど
、

民

主

主
義

を

踏

み
に

じ

る
行

動

を

続

け

、
数

々

の

疑
惑

に

説
明

責

任

を
果
た
さ

ぬ
ま
ま
だ
っ
た
。

銃

撃
し

た

容

疑
者

は

「
統

一

協

会

」

へ
の

「

恨

み
を

安

倍
氏

に

向

け

た

」
と

供

述

し
て

お

り
、

「

政

治

信

条
に

対

す

る
恨

み

」
に

す

り

替

え
る
べ

き
で
は

な
い

。
事
件

後
、

安

部

氏
を

は

じ

め
自

民

党
・

維

新

な

ど

多
く

の

国

会
議

員

が
、

「

統

一
協
会
」
と
浅
か
ら
ぬ
関
係
に
あ
っ

た
こ
と
が

明
る
み
出
て
来
た
。

国

葬
の

法

的

根
拠

と

な
っ

て

い

た

旧

憲
法

下

の

「
国

葬

令
」

は

１

９

４

７
年

に

廃

止
さ

れ

た
。

日

本

国

憲

法
に

矛

盾

す
る

か

ら
だ

。

法

の
下
の
平
等
・
思
想
信
条
の
自
由
・

政

教

分
離

な

ど

の
原

則

に
反

す

る

か

ら

だ
。

死

を

悼
む

こ

と
と

は

、

あ

く

ま
で

も

個

人
的

な

行
為

で

あ

る

。

公
的

支

出

す
る

法

的
根

拠

が

無
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
国
葬
」

と

し
て
公

的
支
出

す
る

こ
と
こ

そ
、

民
主
主
義

の
危
機
で
あ
る
。

「
国
葬
」

に
関
し

て

8
月

1
日

に

発
表

さ

れ
た

共

同

通
信

の

世
論

調

査
で

は

「
ど

ち

ら

か
と

言

え
ば

反

対
」

が

５
３

・

３

％
・

日

経
新

聞
の
調
査
で
は
「
反
対
」
が

47
％
。

「
賛

成
」

が

43
％
と
「

反
対

」
が

多

数
と

な

っ
て

い

る

。
さ

ら

に
こ

れ

か
ら

「

国
葬

」

反

対
の

声

は
高

ま

る
だ

ろ

う
。

強

く

「
国

葬

」
中

止
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

（２）

安
倍
元
首
相
の
「
国
葬
」
に
抗
議
す
る

▼
お
願
い
で
す
。
私
の

市
民
税
を
北
陸
新
幹
線

延
伸
京
都
縦
断
に
、
平

気
で
違
法
使
用
す
る
市

会
議
員
の
政
務
調
査
費
に
使

わ
な
い
で
く
だ
さ
い
▼
私
の

府
民
税
を
植
物
園
を
含
む
北

山
地
域
の
開
発
に
使
わ
な
い

で
く
だ
さ
い
▼
お
願
い
で
す
。

私
の
都
市
計
画
税
を
大
切
な

景
観
条
令
に
反
す
る
二
条
城

横
や
、
仁
和
寺
前
の
高
級
ホ

テ
ル
誘
致
に
使
わ
な
い
で
く

だ
さ
い
▼
お
願
い
で
す
。
私

の
消
費
税
を
大
企
業
の
法
人

税
減
税
に
使
わ
な
い
で
く
だ

さ
い
▼
お
願
い
で
す
。
私
の

所
得
税
を
敵
基
地
攻
撃
を
云

う
軍
事
費
2
倍
増
に
使
わ
な

い
で
く
だ
さ
い
。
憲
法
9
条

を
壊
す
政
党
へ
の
政
党
助
成

金
に
使
わ
な
い
で
く
だ
さ
い

▼
私
の
国
税
を
国
会
承
認
も

必
要
な
い
内
閣
勝
手
の
内
閣

予
備
費
増
に
当
て
な
い
で
く

だ
さ
い
▼
そ
し
て
何
よ
り
お

願
い
で
す
。
私
の
支
払
う
税

金
を
、
あ
の
安
保
法
制
・
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
元
凶
で
あ
り
、

森
友
学
園
・
加
計
学
園
・
桜

を
見
る
会
等
々
、
欺
瞞
と
偽

装
に
ま
み
れ
、
赤
木
さ
ん
殺

し
の
張
本
人
で
も
あ
る
安
倍

晋
三
元
首
相
の
国
葬
に
一
円

た
り
と
も
使
わ
な
い
で
く
だ

さ
い
▼
そ
し
て
最
後
の
お
願

い
で
す
。
私
の
大
事
な
年
金

積
立
金
を
、
株
価
つ
り
上
げ
・

国
債
買
い
占
め
に
使
わ
な
い

で
く
だ
さ
い
。
そ
の
つ
け
は

私
に
来
ま
す
。
次
の
世
代
に

来
ま
す
。
お
願
い
で
す
。

（
田
中
康
晴
）

窓

新しい仲間をご紹介します

今村 英子さん ＴＥＬ：０７５－３３３－４６４７
いまむら ひ で こ

〒610-1146 西京区大原野西境谷町２丁目１-２-１０１ 国
民
に
弔
意
を
強
制
す
る
な

支
部
長

藤
原
克
東

絵手紙 市川弘子

「
統
一
協
会
」
と
「
統
一
教
会
」

彼
ら
は
「
世
界
基
督
教
統
一
神
霊
協
会
」

と
名
乗
っ
て
い
ま
す
。

「
統
一
教
会
」
は
信
者
や
賛
同
者
が
用

い
て
ま
す
。
マ
ス
コ
ミ
等
も
統
一
教
会
と

呼
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
す
。

実
態
は
カ
ル
ト
団
体
で
教
会
と
呼
べ
る
よ

う
な
宗
教
団
体
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
宗
教

法
人
と
し
て
認
可
し
た
政
府
の
責
任
は
重

大
で
す
。
（
編
集
部
）
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拙
句
四
句

山
本
拓
治
（
上
里
）

甲
子
園
熱
闘
続
く
今
日
は
立
秋

秋
立
つ
や
目
の
前
よ
ぎ
る
赤
と
ん
ぼ

頬
撫
で
る
風
に
初
秋
は
っ
と
思
ふ

は
つ
あ
き

ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
遠
く
鳴
き
ゐ
る
初
秋
か
な

し
ょ
し
ゅ
う

遺
詠
三
首

山
本
三
枝
子
（
上
里
）

念
入
り
に
選
び
し
ネ
ク
タ
イ
し
め
て

夫
の
同
窓
会
は
若
葉
の
季
節

闘
争
に
た
だ
明
け
く
れ
し
君
な
れ
ば

赤
旗
掲
げ
黄
泉
を
歩
ま
む

山
深
き
里
に
ポ
ツ
ン
と
灯
と
も
れ
る

如
何
な
る
人
の
住
ま
い
な
る
ら
ん

雑
詠
二
首

田
中
康
晴
（
松
尾
）

折
り
た
ゝ
み
傘
を
持
っ
て
の
朝
散
歩

次
の
木
蔭
ま
で
あ
と
何
歩

子
ら
の
声
聞
こ
え
ぬ
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操

コ
ロ
ナ
禍
の
夏
蝉
し
ぐ
れ

山
詠
二
首

大
橋
歳
彦
（
福
西
）

布
引
の
北
に
聳
え
る
霊
の
山

伊
賀
の
忍
者
の
声
が
聞
こ
え
る

イ
ヌ
ツ
ゲ
と
ア
セ
ビ
が
繁
る
伊
賀
の
山

伝
教
大
師
も
登
ら
れ
た
と
か

川
柳
の
会

自

由

題

ボ
ケ
ま
い
と
楽
し
く
川
柳
一
言
よ

（
一
美
）

湯
船
に
て
何
と
か
凭
す
身
の
置
き
場
（
一
美
）

も
た

温
泉
は
我
が
身
を
支
え
幸
せ
よ

（
一
美
）

猛
暑
日
は
こ
れ
が
最
後
と
蝉
唸
る

（
陽
子
）

夏
休
み
家
に
と
じ
こ
め
波
し
の
げ

（
陽
子
）

見
捨
て
ら
れ
自
宅
療
養
百
七
十
万
人
（
陽
子
）

難
問
も
た
ま
に
は
解
い
て
サ
ビ
落
と
そ
（
美
夜
生
）

汗
だ
く
で
や
っ
と
超
え
れ
ば
ま
た
山
か
い
（
美
夜
生
）

山
小
屋
で
な
だ
め
る
尿
意
朝
ま
だ
き
（
美
夜
生
）

梅
雨
明
け
と
言
わ
れ
て
か
ら
が
梅
雨
本
番
（
白
夜
）

エ
ン
ヤ
ラ
ヤ
！
「
疫
病
退
散
」
神
頼
み

（
白
夜
）

節
電
で
暑
さ
我
慢
も
命
が
け

（
白
夜
）

読
者
文
芸

， 鴨川の友禅流し 山田喜彦

京の風景 八月

京
都
民
報

２
０
２
２
年
７
月
２
４
日

読
者
の
文
芸

歌
壇

選

長

勝
昭

〈
入
選
〉

一
合
の
白
米
と
ぎ
つ
つ
思
い
出
す

麦
と
外
米
母
の
小
さ
き
手

西
京
区

服
部
真
貴
子

［
評
］
戦
後
の
生
活
を
台
所
で
支
え
て
き
た
小
さ

い
母
の
手
。
主
食
が
白
米
に
な
る
ま
で
に
は
、
随
分

長
い
年
月
が
か
か
り
ま
し
た
。
平
和
な
時
代
が
続
い

て
い
ま
す
が
、
ひ
と
た
び
戦
争
に
な
る
と
・
・
・

ふ
と
不
安
の
よ
ぎ
る
昨
今
の
情
勢
で
す
。

一人で悩まず

西・右京ユニオンひまわり
に入ろう

西京区・右京区に住む人、働く人などが

集まって結成した一人でも入れる地域の

労働組合です。パート・アルバイト・派

遣・請負・正社員…どんな働き方でもＯ

Ｋです。

※ユニオンひまわりは、西京区・右京区

の労働組合が集まって活動する西・右京

地区労働組合協議会の強力なサポートを受けています。

京都市右京区西院西高田町6-2サンコート五條225号

西・右京地区労働組合協議会事務所内

Ema il : y un io n. h im aw a ri @g m ai l. c om

電話： 075-321-0852


